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「イ

i
ル
の
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

と

「
教
父
伝
」

松

原

秀

プ
ロ
ス
ペ
ル
・
メ
リ
メ
の
『
イ

i
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
は
メ
リ
メ
自
身
、
が
『
傑
作
』
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
作
品
で
、

一
八
三
七
年
の

『
両
世
界
評
論
』
五
月
下
旬
号
に
発
表
さ
れ
て
好
評
を
博
し
、

一
八
四
一
年
五
月
に
『
コ
ロ
ン
パ
』
『
練
獄
の
魂
た
ち
』
と
共
に
、
単
行
本

と
し
て
マ
ジ
ャ
ン
・
エ
・
コ
モ
ン
社
宮
内
凶
向
。
一
口
伶
わ
。
B
Oロ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

一
八
四
二
年
以
後
は
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
社
か
ら
モ
ザ
イ

グ
の
題
の
下
に
刊
行
さ
れ
た
メ
リ
メ
の
作
品
集
に
収
め
ら
れ
版
を
重
ね
た
。
こ
の
小
説
は
又
、

一
八
四
五
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月
四
日

ま
で
『
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
エ
ン
ヌ
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。

メ
リ
メ
が
こ
の
小
説
の
一
八
三
七
年
四
月
十
八
日
の
日
付
け
の
あ
る
自
筆
原
稿

を
友
人
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
・
ア
ラ
l
ル

〉

S
F。ロωOKF］］
mH2
に
与
え
た
の
も
遺
っ
て
い
る
。
自
筆
原
稿
で
は
『
一
八
三
四
年
に
イ
ル
で
発

見
さ
れ
た
古
代
彫
刻
と
そ
の
変
わ
っ
た
碑
文
に
つ
い
て
東
ピ
レ
ネ
l
県
評
議
会
委
員
ベ
ル
オ
ラ
l
ド
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
解
説
に
つ
い
て

の
メ
リ
メ
氏
の
報
告
』
同
開
戸
〉
吋
H
O
Z
品。

z
ι
b
gロ〈
2
z
p
x
o
b
H｝
］
♂
め
口
同
∞
ωhHW
（弓

Z
D
O

印
吋
〉
叶
口
開
〉
Z
叶
Hnud開
。
片
品
．
E
2
1
u，

昨
日
。
ロ
ω
の
ロ
門
戸
。
ロ
ω
σ
ω
O
M℃
ロ
心
己

hrwω

℃

ω円

γ
向
円
品
。

H
v
開
J

へ
河
何
回
。
河
〉
ロ
戸

日。

s
t
g
〔
苫
（
リ
。
ロ
ω
σ
口
問
。
ロ

2
包
（
之
内
〉
円
山
口
口
名
片
品
。
ω

31門小口小
2
0円一
g
z
－gw
司、ミ凡
h
h
q
H）

ω円
宮
円
宮
小
己
目
ぽ
と
題
さ
れ
て
い
る
。
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メ
リ
メ
は
我
が
国
で
は
英
訳
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
読
ま
れ
て
い
る
が
、
邦
訳
は
大
正
十
三
年
開
文
社
刊
の
岡
田
実
麿
と
石
川
剛
の
共
訳
が

最
初
で
あ
る
ら
し
く
昭
和
三
年
に
は
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
広
瀬
哲
土
編
集
の
雑
誌
『
俳
蘭
西
文
学
其
の
他
』
七
月
号
J
九

月
号
に
吉
川
静
雄
訳
が
あ
る
。
同
年
に
は
杉
捷
夫
氏
が
岩
波
書
店
か
ら
出
し
た
メ
リ
メ
作
品
集
二
巻
に
も
訳
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
年
に
は

青
柳
瑞
穂
訳
が
、
彼
の
最
初
の
フ
ラ
ン
ス
小
説
翻
訳
集
で
あ
る
先
進
社
刊
『
怪
談
』
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
か
ら
十
四
年

に
掛
け
て
は
河
出
書
一
局
か
ら
『
メ
リ
メ
全
集
』
の
題
の
下
に
書
簡
集
一
冊
も
含
む
六
巻
の
作
品
集
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
も
注
目
に
値
す

る
。
石
川
剛
、
石
川
敏
夫
、
矢
野
恒
有
、
山
内
義
雄
、
水
野
茂
雄
、
渡
辺
一
夫
、
浅
野
晃
、
三
好
達
治
、
杉
捷
夫
、
今
日
出
海
、
水
野
明
、

堀
辰
雄
、
川
口
篤
、
新
庄
嘉
章
、
生
島
遼
一
、
大
西
忠
男
、
根
津
信
三
、
前
川
健
一
、
平
岡
昇
、
神
西
清
と
い
う
豪
華
な
訳
者
陣
で
『
イ
l

ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
は
第
三
巻
に
杉
訳
で
入
っ
て
い
る
。

一
八
三
四
年
に
歴
史
記
念
物
監
督
官
に
任
命
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
調
査
旅
行
を
し
た
メ
リ
メ
に
は
考
古

学
者
の
回
想
や
報
告
の
形
を
取
る
作
品
が
あ
る
が
、

ピ
レ
ネ

l
山
脈
の
東
の
端
の
カ
ニ
グ
l

『イ
l
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
も
そ
の
一
つ
で
、

山
の
麓
の
イ
ル
・
ス
ュ
ル
・
テ
ッ
ト

口一。
ω巳
門
吋
（
山
門

で
発
見
さ
れ
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
石
像
を
巡
る
奇
怪
な
事
件
の
回
想
の
形
で
書
か
れ
て

い
る
。ブ

ロ
ン
ズ
像
の
ラ
テ
ン
語
碑
文
中
の
難
語
を
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
語
で
解
こ
う
と
す
る
老
地
方
考
古
学
者
ベ
ル
オ
ラ
I
ド
の
息
子
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

は
名
だ
た
る
ス
ペ
イ
ン
の
テ
ニ
ス

の
名
手
と
勝
負
を
競
う
が
、
試
合
を
始
め
る
と
次
の
日
に
新
妻
に
与
え
る
筈
で
、

守
口
品
。
円
）

ωロ
E
O

タ
リ
ア
語
で
『
と
わ
に
君
と
』
と
彫
り
こ
ん
だ
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
が
指
を
圧
迫
し
、
邪
魔
に
な
る
の
で
外
し
た
口
預
か
ろ
う
と
し
た
メ
リ
メ
を

遮
っ
て
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
は
手
近
に
立
っ
て
い
た
青
銅
像
の
指
に
朕
め
て
試
合
を
涜
け
勝
ち
、
も
っ
と
試
合
を
し
て
も
自
分
が
勝
つ
だ
ろ
う
と

言
っ
て
相
手
の
ス
ペ
イ
ン
人
に
悔
し
い
思
い
を
味
あ
わ
せ
る
が
、
そ
の
ま
ま
指
輪
を
置
き
忘
れ
て
着
替
え
に
行
き
顔
を
洗
っ
て
、
皆
と
馬
車
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に
の
っ
て
婚
礼
の
席
に
行
く
。
指
輪
を
忘
れ
た
の
に
気
づ
い
た
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
は
人
を
取
り
や
っ
た
ら
と
勧
め
ら
れ
る
と
千
二
百
フ
ラ
ン
も

す
る
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
を
見
れ
ば
盗
心
を
起
こ
さ
せ
る
か
も
し
れ
し
、
自
分
の
迂
潤
さ
を
知
ら
せ
た
く
も
な
い
か
ら
と
人
を
や
ら
ず
、
パ
リ
で

謝
肉
祭
に
帽
子
屋
の
女
か
ら
貰
っ
た
指
輪
で
婚
礼
を
済
ま
せ
た
。
イ
ル
に
戻
っ
た
一
行
は
祝
宴
を
続
け
る
が
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
は
メ
リ
メ
を
宴

席
か
ら
連
れ
出
し
で
奇
怪
な
事
を
打
ち
明
け
る
。
銅
像
に
指
輪
を
外
し
に
い
っ
た
ら
、
像
は
指
を
折
り
曲
げ
て
い
て
外
せ
な
か
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。

一
瞬
鳥
肌
に
な
っ
た
メ
リ
メ
は
酒
臭
い
相
手
の
息
を
吹
き
掛
け
ら
れ
、
酔
っ
た
余
り
の
幻
覚
と
思
い
確
か
め
に
行
く
と
約
束
し

て
席
に
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
を
一
民
す
が
折
か
ら
の
雨
も
あ
り
、
馬
鹿
馬
鹿
し
い
話
と
そ
の
佳
、
寝
室
に
戻
っ
て
寝
て
し
ま
う
。
夜
中
に
階
段
で
重

い
足
音
が
登
っ
て
行
く
の
が
聞
こ
え
る
が
、

ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
が
庭
に
指
輪
を
取
り
に
い
っ
た
か
祝
宴
の
酔
っ
ぱ
ら
い
の
足
音
と
思
い
眠
り
込

ん
で
し
ま
う
。
翌
朝
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ
は
死
ん
で
発
見
さ
れ
妻
は
気
絶
し
て
い
る
。
ダ
イ
ヤ
の
指
輪
は
紋
訟
の
上
に
転
が
っ
て
い
る
。
夜
間
に

誰
か
が
侵
入
し
暗
殺
さ
れ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
検
事
が
取
り
調
べ
る
が
被
疑
者
の
テ
ニ
ス
の
相
手
に
は
ア
リ
バ
イ
が
あ
り
、
妻
は
プ

ロ
ン
ズ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
が
脆
い
て
い
る
夫
を
締
め
付
け
て
い
る
の
を
見
て
気
絶
し
、
気
が
付
く
と
像
は
夫
を
抱
き
締
め
た
ま
ま
で
、
鶏
の
声

に
ベ
ッ
ド
か
ら
出
て
死
骸
を
落
と
し
て
部
屋
か
ら
出
て
い
っ
た
と
繰
り
返
す
が
、
勿
論
ま
と
も
に
受
け
取
っ
て
貰
え
ず
頭
が
お
か
し
く
な
っ

た
と
思
わ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
老
考
古
学
者
は
死
に
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
溶
か
さ
れ
て
教
会
の
鐙
に
な
っ
た
が
イ
i
ル
で
こ
の
鐙
が
鳴
り
出

す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
葡
萄
も
二
週
、
冬
の
寒
さ
で
枯
れ
て
い
る
と
手
紙
で
知
ら
さ
れ
た
と
い
う
。

メ
リ
メ
が
誇
る
だ
け
あ
っ
て
上
手
く
書
か
れ
た
短
編
で
、
現
実
感
の
あ
る
怪
奇
詰
で
あ
る
。
彫
像
に
指
輪
を
朕
め
異
界
婚
を
引
き
起
こ
す

話
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
説
話
が
可
能
な
ソ
l
ス
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
メ
リ
メ
自
身
は
一
八
四
七
年
十
一
月
十
一
日
の
エ
ロ
ワ

・
ジ
ョ
ア
ノ
l
宛
書
簡
で
は
『
イ
l
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
実
在
し
ま
せ
ん
し
、
碑
文
は
ム
ラ
ト
リ
と
オ
レ
リ
を
使
っ
て
上
手
に
お
の
ロ
ロ
品
ロ
ヨ

日件。
B
怯
耐
え
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
話
は
フ
レ
ハ

1
同

B
F
R
の
伝
え
る
中
世
の
伝
説
を
読
ん
で
居
る
時
に
思
い
付
い
た
の
で
す
。
特
徴
の
幾

- 3ー(438) 



ら
か
は
ル
カ
l
ノ
ス
か
ら
取
り
ま
し
た
。

ル
カ

l
ノ
ス
は
フ
ィ
ロ
プ
セ
ウ
デ

1

9－U
去
ら
d

の
中
で
人
を
殴
る
彫
像
に
つ
い
て
話
っ
て
い

ま
す
。
』

ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ン
ト
ン
か
ら
採
っ
た
の
で
は
無
い
か
と
尋
ね
た
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
ミ
シ
ェ
ル
宛
の
五
一
年
八
月
十
日
の

と
言
い
、

手
紙
で
は
、

『
ジ
ャ
ン
・
プ
ロ
ン
ト
ン
の
年
代
記
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。

指
輪
を
大
理
石
か
ブ
ロ
ン
ズ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
像
に
与
え
た

青
年
の
話
は
ポ
ン
タ
ヌ
ス
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
不
粋
な
名
を
挙
げ
る
失
礼
を
お
許
し
下
さ
い
、
読
ん
だ
の
で
す
が
、
何
し
ろ
非
常
に
昔
の
こ

と
な
の
で
こ
の
ポ
ン
タ
ヌ
ス
が
ど
ん
な
物
だ
っ
た
か
も
う
覧
え
て
居
な
い
の
で
す
。
』

と
言
っ
て
い
る
。

フ
レ
ハ
！
と
は
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ

で
一
五
六
五
年
に
生
ま
れ
た
法
律
学
者
マ
ル
カ
ル
ド
・
フ
レ
ハ
！
富
民
ρ
己

ω
丘
町
B
F
2
（
店
。
印
、
1
5
E）
と
思
わ
れ
る
が
、

ポ
ン
タ
ヌ

ス
は
デ
ゾ
ブ
リ
・
パ
シ
ュ
レ
の
『
歴
史
・
地
理
・
人
名
辞
典
』
ロ
認
。
ゲ
ミ
・
∞
ω。

z－2
一
匂
号
足
。
ミ
ミ
ミ
ミ

h
h
w
N
h
w
d
～
弘
、
切
E

h

、hNM
守
～
江
町
立

h
N

・
同
な
さ
札
、
m
J

弘、〉向、町、町。～。
h
m
m
r

門出向

h

h
。h
．、
hMM
守志向

G
W
N
q
R
S
S
m
川
内
同
選
。
弘
、
、
補
同
町
内
。
送
、
ね
な
偽
札
、
句
与
3
H
R
A
N
N
h凡
H
b
句、
H
n
p
u

な
え
む
ミ
な
さ

h

、同河内
Q
N
h
a
i

司、。ミミミ

gv
」
可
、
お
お
町
ね
な
号
、
H
h
H
W
、hN坤
N
h
k
v
w
、m
U
W
H
O
m
川
h
札
止
守
ミ
－

H
∞
匂
日

に
も
四
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
ど
れ
を
指
す
の
か
、
あ

る
い
は
他
の
ポ
ン
タ
ヌ
ス
か
迷
う
ば
か
り
で
あ
る
。

ア
シ
ェ
ッ
ト
社
版
の
メ
リ
メ
短
編
集
に
解
説
を
書
い
た
編
者
J
・
P
は
ド
イ
ツ
の
ラ
テ

ン
学
者
で
あ
り
イ
エ
ズ
ス
会
師
で
あ
っ
た
ヤ
コ
プ
ス
・
ポ
ン
タ
ヌ
ス
と
し
な
や
か
ら
も
フ
レ
ハ
ー
に
も
ポ
ン
タ
ヌ
ス
に
も
、
こ
の
話
は
見
つ
か

ら
な
い
と
書
い
て
い
る
。

多
く
の
学
者
の
探
索
に
も
拘
ら
ず
、
直
接
の
ソ
l
ス
は
見
つ
か
ら
ず
、

イ
タ
リ
ア
の
民
話
か
ら
フ
ル
タ

l
ニ
ュ
の
民
話
ま
で
仮
説
が
立
て

ら
れ
た
。

一
九
六
七
年
に
メ
リ
メ
の
研
究
家
と
し
て
著
名
な
モ
リ
ス
・
パ
ル
テ
ュ
リ
エ
の
解
説
付
き
で
出
た
ガ
ル
ニ
エ
版
の
二
冊
本
で
、
編

者
パ
ル
テ
ュ
リ
エ
の
言
に
よ
れ
ば
、

モ
リ
ス
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
は
ヴ
ィ
ル
マ
ン
が
『
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
七
世
』
に
引
く
ヘ
ル
マ
ン
・
コ
ル
ネ
ル
を
挙

げ
て
い
る
そ
う
で
あ
り
又
、

ア
ル
テ
ュ
l
ル
・
ド
・
ボ
ル
ド
リ
l
は
マ
ル
テ
ィ
ノ
・
デ
ル
リ
オ
の
『
魔
法
研
究
』

ロ
な
Q
ミ
な
た
な
暗
号
句
き
h
N
h
千

ミ
。
を
挙
げ
、
十
一
二
世
紀
の
散
文
小
説
『
ベ
リ
ニ
ュ
ス
物
語
』
に
も
彫
像
に
指
輪
を
預
け
た
騎
士
の
話
が
あ
る
と
注
意
し
て
い
る
が
、
直
接

(437) -4 -



の
ソ

l
ス
は
挙
げ
ず
、
も
っ
と
も
古
い
中
世
説
話
と
し
て
十
二
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
家
ウ
ィ
リ
’
ヤ
ム
・
マ
！
ム
ス
ベ
リ
l
の
『
イ
ギ
リ

ス
王
行
状
史
』
己
、

h
a
N
S
S
ミ
h
N
h
S
Q
培、N
h守
、
ど
さ
か
ら
の
説
話
を
挙
げ
仏
訳
し
て
い
る
。

こ
の
仏
訳
を
重
訳
す
る
と
下
記
の
如
く
で
あ
る
。

『
財
産
の
あ
る
若
者
が
結
婚
式
の
日
に
婚
礼
の
宴
会
の
後
で
若
者
た
ち
と
球
遊
び
を
し
た
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
ロ
！
マ
で
起
こ
っ
た
。

婚
約
者
か
ら
貰
っ
た
ば
か
り
の
指
輪
を
傷
め
た
り
失
っ
た
り
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
と
若
者
は
試
合
の
前
に
指
輪
を
外
し
て
傍
に
あ
っ
た

ブ
ロ
ン
ズ
の
女
像
の
指
に
挟
め
た
。
試
合
を
終
え
青
年
は
指
輪
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
彼
が
指
輪
を
炭
め
た
指
が
手
の

ひ
ら
に
つ
く
迄
曲
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
の
奇
妙
な
出
来
事
に
つ
い
て
彼
は
黙
っ
て
い
た
、
が
、
祝

宴
が
終
わ
っ
て
夜
、
彫
像
の
前
を
通
る
と
、
彫
像
の
指
は
も
う
曲
、
げ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
指
輪
は
消
え
て
い
た
D

こ
の
損
失
な
ど
気

に
し
て
い
な
い
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
彼
は
婚
礼
の
寝
室
に
入
り
新
妻
の
脇
に
寝
た
。
し
か
し
彼
が
彼
女
を
抱
こ
う
と
す
る
や
得
体
の
知
れ
ぬ

固
い
も
の
が
二
人
の
聞
に
入
り
込
ん
で
来
る
と
同
時
に
彼
の
耳
に
は
次
の
様
に
言
う
声
、
が
聞
こ
え
た
の
で
あ
る

D

「
私
と
寝
て
。

貴
方
は
私

の
婚
約
者
よ
。
私
は
貴
方
が
指
輪
を
指
に
朕
め
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
よ
。
指
輪
は
持
っ
て
い
る
し
大
事
に
し
て
い
る
わ
」
』

中
世
に
こ
の
話
は
広
く
流
布
し
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
大
修
道
院
や
大
学
で
広
く
読
ま
れ
た
十
三
世
紀
の
百
科
辞
典
で
あ
る
ヴ
ァ
ン

サ
ン
・
ド
・
ポ
l
ヴ
ェ

で
な
ミ
ミ
氏
、
句
、
hNNさ
ね
な
の
『
ス
ベ
ク
ル
ム
・
マ
ユ
ス
』
の
中
の
『
ス
ベ
ク
ル
ム
・
ヒ
ス
ト
リ
ア
l
レ
旬
、
ミ
ヰ

同
ミ
ミ
迂
h
w
H

ミ
宮
、
。
（
歴
史
の
鑑
）
』
（
第
二
十
六
書
、
二
十
九
章
）
に
あ
る
そ
う
で
あ
る
か
ら
学
僧
が
知
っ
て
い
て
も
無
理
は
な
い
。

十
年
程
前
、
二
年
に
わ
た
っ
て
大
学
院
で
ゴ

l
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
の
韻
文
『
聖
母
奇
跡
集
』
を
テ
ク
ス
ト
・
リ
テ
レ
エ
ル
・
フ
ラ

ン
セ
叢
書
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ケ
l

ニ
ッ
ヒ
の
校
訂
版
四
巻

H
J
E
企
庁
間
。
。
ロ
応
急
斗
・
〉

h
g
h色
、
ね
え
お
弘
、
弓
内
沼
町
、
。

b
h
N
送
、
（
吋

2
・

円。ω
｝
吉
守
山
町
内
訪
問
円
山
口

2
2）
品

〈

三

ω・］呂町、，
t
H
U
G吋

に
よ
っ
て
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
第
二
巻
に
こ
の
説
話
を
見
つ
け
た
。
但
し
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こ
れ
は
聖
母
マ
リ
ア
の
奇
跡
露
で
あ
る
か
ら
怪
奇
物
語
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
指
輪
を
マ
リ
ア
像
に
与
え
た
男
は
死
ん
だ
り
は
せ
ず
、
僧
院

に
入
っ
て
一
生
聖
マ
リ
ア
に
仕
え
る
こ
と
と
な
る
。

ゴ
i
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
の
奇
跡
語
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
優
れ
た
中
世
学
者
で
あ
っ
た
ア
ル
テ
ュ

l
ル
・
ロ
ン
グ
フ
ォ
ル
ス
が
弟
子

達
と
一
連
の
研
究
と
校
訂
版
を
出
し
て
い
て
、

『
自
分
の
指
輪
を
聖
母
像
の
指
に
朕
め
た
少
年
に
付
い
て
』

と
い
う
問
題
の
奇
跡
語
も
既
に

一
九
三
七
年
に
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
出
版
さ
れ
た
ラ
ン
グ
フ
ォ
ル
ス
自
身
に
よ
る
『
エ
ル
ミ
タ
l
ジ
ュ
写
本
に
よ
る
ゴ

l
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン

シ
の
奇
跡
』
〉
－

Fω
ロ
m
r
g
H
h
aミ
ミ
2
弘、

chgH号
、
、
弘
、
内
乱
ミ
ユ
ミ
マ
hN凡
な
札
N
h
h
p司一

shhw町
、
た
号
、
町
、
shhhNhG
（〉ロロ
ω－2
〉
g
・

円目。
B
U
O
R－o
E
S
E
B
Fロ
E
g
o－
∞
凶
凶
凶
弓
）
出

o
F
E
E
S
ω
吋
に
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

ゴ
l
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
の
『
聖
母
奇
跡
諒
』
の
写
本
の
基
本
的
研
究
は
同
じ
叢
書
で
一
九
三
二
年
に
出
た
ア
ル
レ
ッ
ト
・

p
・
デ

ュ
ク
ロ
・
グ
ラ
ン
ド
リ
ー
夫
人
に
よ
る
研
究

明言円四
2

2
門戸。
ω
回町民、
hNqNS
弓
S
守、

bawMR
仏
ゅ
の
ωロ
t
o円
品
。
ハ
U

。山口己・円凶

0
2
1匂立。ロ

2
己
2
8
5
0
5
8
5
5包円。
ω
仏
g
B
ω
ロロ
ω口
伊
丹
♂
ロ
。
z
g
z。
m
g司
E
Gロ
O
（
〉
ロ
ロ
ω－g
h凶

g
品。
B
U
O
ω
己
o
E
S
E
E
Fロ
E
g
o－
回

M
内
M
内

〈

w
N
H
U
ω
N
）
で
、
元
来
は
パ
リ
の
古
文
書
学
校
開
g
F
品。
ω

（

UH532
に
彼
女
が
一
九
二
九
年
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
で
あ
る
。
以

来
、
写
本
の
略
号
や
説
話
の
整
理
番
号
に
は
女
史
が
こ
の
研
究
で
使
っ
た
も
の
を
踏
襲
す
る
の
が
習
慣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
レ
ニ

ン
グ
ラ
l
ド
の
エ
ル
ミ
タ
l
ジ
ュ
写
本
で
は
二
十
三
番
に
当
た
り
、
ゴ

l
テ
ィ
エ
の
『
奇
跡
語
』
の
全
体
を
伝
え
る
十
七
の
写
本
の
ど
れ
に

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
他
、
断
片
写
本
二
十
の
中
で
も
十
一
写
本
が
伝
え
て
い
る
。

こ
の
説
話
は
『
お
静
か
に
、
立
派
な
方
々
、
大
変
優
雅
な
奇
跡
を
貴
方
が
た
に
語
り
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
罪
人
た
ち
が
神
に
約
束

し
た
も
の
を
払
う
気
に
さ
せ
る
為
に
申
し
上
げ
る
の
で
す
。
何
か
を
神
や
ま
た
は
そ
の
優
し
き
母
に
約
束
し
た
方
々
も
い
ざ
払
う
段
に
あ
る

と
つ
べ
こ
べ
言
っ
た
り
殺
し
合
っ
た
逆
上
し
た
り
す
る
の
で
す
。

吋

g

R
色
。
ロ
の
0・
g
r
m
o
g－
己
ロ

B
－E
己
O
円山口－

s
。
5
0巳
m
g
N
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同
）
町
ぬ
ぐ
。
ロ
ω
〈ロ巳－

2

5
巳
件
。
円
可
。
ロ
円
｝
gHumu内町内出口同
ω
g
n芹
2
k
r
g
c円同
O
B
o
z－
ω
口
町
ロ
旬
B
B
2
0
2・
、
吋
円
。
℃
宮
山
広
O
H
H
H
O
E
S三

。口

ω
O
B
2
0
5
E
包

括

B
Oロ
H
2
色。】
0
5
0
E
1
0口
同
V
S
B
2
8
7
A
H
H
ω
己
ロ
O
〔

h
〕

ω。｝

g
y
〉
ロ
目
。
ロ
ロ
σω

包
品
。
ロ
no

B
2
0』
と
始
ま
り
、

『
物
の
本
に
よ
る
と
古
い
教
会
を
立
て
直
す
為
に
、
献
金
を
置
い
て
行
く
よ
う
に
聖
母
像
を
教
会
の
前
に
建
て
た
の
で

あ
っ
た
』
と
語
り
だ
す
。

教
会
の
前
の
広
場
に
青
年
た
ち
が
球
遊
び
司
巳
。
芯
を
し
た
り
追
っ
掛
け
っ
こ
を
し
た
り
し
に
良
く
集
ま
っ
た
。
あ
る
時
、
若
い
学
僧
の

一
団
が
教
会
の
正
面
で
球
遊
び
を
し
て
い
た
が
、
女
友
達
か
ら
貰
っ
た
立
派
な
指
輪
を
し
て
い
た
学
僧
が
そ
の
中
に
い
た
。
恋
に
の
ぼ
せ
て

い
た
の
で
こ
の
指
輪
を
な
く
し
た
り
傷
め
た
り
し
た
く
無
い
と
競
技
の
聞
に
ど
こ
か
に
指
輪
を
託
そ
う
と
彼
は
教
会
の
方
に
行
っ
た
。
思
案

し
て
い
る
と
、
新
し
く
置
か
れ
た
出
来
た
て
の
聖
像
が
目
に
入
っ
た
。
こ
の
美
し
い
像
を
見
た
若
者
は
恭
し
く
前
に
脆
き
目
を
潤
ま
せ
て
頭

を
下
げ
た
。
僅
か
の
聞
に
心
が
変
わ
っ
た
彼
は
『
今
後
、

一
生
貴
方
様
に
お
仕
え
し
ま
す
。
も
う
今
後
は
ど
れ
ほ
ど
美
し
く
心
に
適
っ
た
女

性
が
若
し
出
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
つ
く
づ
く
眺
め
た
り
は
致
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
私
に
こ
の
指
輪
を
呉
れ
た
女
性
よ
り
十
万
倍
も
美

し
く
心
に
適
う
の
で
す
。
あ
の
女
性
に
は
す
っ
か
り
我
が
心
も
任
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
貴
方
へ
の
愛
の
為
な
ら
彼
女
も
彼
女
の
愛
情

も
彼
女
の
持
つ
宝
石
な
ど
も
投
げ
捨
て
ま
す
。
こ
の
指
輪
は
中
三
宍
し
い
も
の
で
す
が
フ
ィ
ヌ
・
ア
ム
ー
ル
の
印
と
し
て
貴
方
以
外
に
決
し

て
恋
人
も
妻
も
持
た
な
い
と
い
う
お
約
束
で
貴
方
に
差
し
上
げ
度
い
の
で
す
。
』
と
い
う
と
手
に
し
て
い
た
指
輪
を
聖
母
が
ま
っ
そ
ぐ
延
ば

し
て
い
た
指
に
す
っ
ぽ
り
炭
め
た
。
す
る
と
彫
像
は
さ
っ
と
指
を
固
く
曲
げ
た
の
で
、
ど
ん
な
人
聞
が
と
ろ
う
と
し
て
も
難
し
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
若
者
は
恐
怖
に
駆
ら
れ
大
戸
を
立
て
た
の
で
広
場
に
い
る
人
は
身
分
の
高
い
も
の
も
低
い
も
の
も
駆
け
つ
け
な
い
も
の
は
い
な
か
っ

た。
若
者
が
皆
に
自
分
が
こ
の
彫
像
に
言
い
、

し
た
こ
と
を
語
る
と
皆
は
そ
れ
ぞ
れ
十
字
を
切
り
奇
跡
に
感
じ
い
っ
た
。
口
々
に
皆
は
も
う
一
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日
も
延
ば
さ
、
ず
に
現
世
を
拾
て
て
神
と
聖
母
マ
リ
ア
様
に
一
生
仕
え
る
が
良
い
と
勧
め
忠
告
し
た
。

マ
リ
ヤ
様
が
そ
の
指
の
奇
跡
で
彼
が
聖

母
を
愛
に
よ
っ
て
愛
す
べ
き
で
あ
り
他
の
愛
人
は
持
た
な
い
様
に
と
お
示
し
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し
こ
の
男
は
彼
の
契
約
を
守
る
だ

け
の
知
恵
を
持
た
な
か
っ
た
口
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
の
約
束
を
忘
れ
全
く
思
い
出
さ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
日
が
過
ぎ
又
、
新
し
い
日
が

や
っ
て
く
る
。
若
者
は
成
長
し
元
に
一
反
っ
て
い
っ
た
。
愛
人
に
対
す
る
愛
が
彼
の
目
に
強
く
目
隠
し
を
す
る
の
で
何
も
見
え
な
い
の
で
あ
っ

た
。
神
の
母
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
悔
悟
出
来
ぬ
程
愚
か
で
あ
っ
た
。
即
ち
元
々
指
輪
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
女
性
を
愛
す

る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
の
心
を
そ
の
女
性
に
留
め
た
た
め
我
等
が
聖
母
を
彼
女
の
為
に
な
お
ざ
り
に
し
、
彼
女
を
安
り
妻
と
し

た
の
で
あ
る
。
婚
礼
は
非
常
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
彼
の
家
は
裕
福
で
家
柄
も
良
か
っ
た
か
ら
。
夜
に
は
大
変
優
雅
な
部

屋
に
大
変
上
品
な
寝
床
が
用
意
さ
れ
た
。
こ
の
学
僧
は
優
し
い
娘
を
愛
す
る
の
に
心
を
砕
い
て
い
た
し
、
こ
の
娘
も
又
可
愛
く
美
し
い
女
性

だ
っ
た
の
で
、
学
僧
は
自
分
の
大
き
な
欲
望
を
満
た
そ
う
と
彼
女
と
寝
に
い
く
こ
と
を
大
い
に
欲
し
た
。
と
こ
ろ
が
床
に
付
く
と
直
ち
に
快

楽
の
こ
と
は
念
頭
に
無
く
な
り
、
何
も
せ
ず
に
た
だ
ち
に
眠
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
る
と
善
意
に
満
ち
た
優
し
き
聖
母
が
、

あ
の
蜜
菓
子
の
な
か
の
蜂
蜜
よ
り
甘
い
お
方
が
学
僧
の
目
の
前
に
す
ぐ
に
顕
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
に
は
我
唯
一
寸
の
聖
母
が
妻
と
彼
の
聞
に
横
た

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。
聖
母
は
あ
の
指
輪
を
し
て
い
る
指
を
示
し
た
。
指
輪
は
聖
母
に
驚
く
程
良
く
似
合
っ
た
、
と
い
う
の
も
指
は

す
べ
す
べ
で
真
っ
直
ぐ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

聖
母
は
『
お
前
の
す
る
こ
と
は
忠
節
で
も
な
く
正
し
く
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
私
に
対
し
て
酷
い
仕
打
ち
を
し
ま
し
た
ね
。
こ
れ
が
あ
の
女

性
の
指
輪
で
お
前
が
フ
ィ
ヌ
・
ア
ム
ー
ル
に
よ
っ
て
私
に
呉
れ
た
も
の
で
す
よ
。
貴
方
は
お
前
が
し
っ
て
い
る
ど
ん
な
女
性
よ
り
も
私
の
方

が
百
倍
も
美
し
い
と
言
い
ま
し
た
ね
。
も
し
お
前
が
私
を
拾
て
な
け
れ
ば
私
が
忠
実
な
友
達
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
に
、
お
前
は
蓄
夜
を
捨
て

て
い
ら
く
さ
を
選
び
、

野
蓄
額
の
代
わ
り
に
に
わ
と
こ
を
、

蜜
菓
子
と
甘
い
蜂
蜜
を
捨
て
て
毒
と
胆
汁
を
選
ん
で
い
る
の
で
す
よ
ぶ
と
い
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っ
た
。
学
僧
は
こ
の
夢
に
び
っ
く
り
し
て
日
が
覚
め
、
心
が
動
転
し
た
。
白
分
の
協
に
彫
像
が
有
る
は
ず
だ
と
あ
ち
こ
ち
手
探
り
し
て
み
た

が
何
も
見
つ
か
ら
な
い
。
妻
を
抱
い
て
い
な
い
の
で
阿
相
さ
れ
た
と
思
っ
た
。
し
か
し
妻
を
抱
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
前
に
す
ぐ
眠

り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
す
る
と
神
の
母
が
す
ぐ
怒
っ
て
ま
た
顕
れ
る
の
で
あ
る
。
伎
に
厳
し
い
顔
を
見
せ
誇
り
高
く
、
恐
ろ
し
い
軽

蔑
す
る
様
な
顔
を
み
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
尚
子
伯
に
は
聖
母
が
彼
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
い
る
様
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
所
か
、
彼
を
憎
み
卑
し
め

威
嚇
し
恥
か
し
め
悪
口
を
言
う
の
で
あ
っ
た
。

贋
信
者
と
か
背
信
者
と
呼
ぶ
の
で
あ
っ
た
。
『
あ
の
見
す

何
度
も
学
僧
を
偽
証
者
と
よ
び
、

ぼ
ら
し
い
女
の
た
め
に
私
を
拾
て
否
認
し
た
の
は
悪
魔
た
ち
が
お
前
を
誰
か
し
、

愚
か
に
し
た
か
ら
で
す
』
と
聖
母
は
言
っ
た
。

『
お
斗
別
は

汚
職
か
ら
臭
い
汚
紋
の
中
に
汚
倣
ま
み
れ
に
な
り
に
行
き
、

お
前
の
臭
い
汚
織
さ
の
罰
に
、
臭
い
地
獄
の
汚
水
沼
め
に
落
ち
て
臭
く
な
る
の

で
す
0
3
2
E
℃
己
EEο
吉
－
E
D
H－
o巴
o
z
z
＝g
g
ぺ
O
B℃ロロ

g
g
w

円
山

ω
ω
h
H
D
E
D
O
ω

門
円
。
ロ
］
ゲ
門
℃
ロ
ロ
。
ロ
件
。
ω

印
。
吋
印
日
）
ロ
ロ
oロ
ω

。
B
℃
巳

F
E
O
N
司
C
C
円件。
ω
℃巳一。ロ件。
ω

℃巳－

O
R
a－
〉
』
と
、
学
僧
は
仰
天
し
て
飛
び
上
が
っ
た
。
我
々
の
聖
母
を
怒
ら
し
て
い
ま
っ
た
の

で
臨
し
打
ち
に
あ
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
妻
に
触
れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
（
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
）

死
ん
で
破
滅
だ
と
ち
ゃ
ん
と
分
か
っ
た
の
で
、
学
僧
は
一
択
を
流
し
て
『
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
、
聖
霊
様
。
こ
の
ま
ま
で
い
た
ら
立

ち
所
に
破
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
』
と
言
っ
た
。

寝
床
か
ら
飛
び
出
し
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
な
か
っ
た
。

聖
母
は
彼
に
次
の
こ
と
を
考
え
付

か
せ
た
。
即
ち
学
僧
は
男
も
女
も
起
こ
し
た
り
し
な
い
で
逃
げ
出
し
て
修
道
僧
と
な
っ
て
僧
衣
を
着
た
。

一
生
、
神
と
聖
マ
リ
ア
様
に
仕
え

俗
世
に
留
ま
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
真
の
友
と
し
て
彼
が
愛
に
依
っ
て
指
に
指
輪
を
朕
め
た
『
愛
人
』
と
共
に
暮
ら
し
に
行
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
世
に
は
背
を
向
け
て
マ
リ
ア
と
結
婚
し
た
の
で
あ
っ
た
。
』
『
聖
マ
リ
ア
さ
ま
と
結
婚
す
る
僧
も
学
僧
も
大
変
身
分
の
高
い
方
と
結

婚
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
だ
が
マ
リ
オ
ン
や
マ
リ
オ
ン
た
ち
と
結
婚
す
る
人
や
人
々
は
悪
い
縁
組
み
を
す
る
こ
と
と
な
る
。

マ
リ
オ
ン
達

に
よ
っ
て
多
く
の
魂
は
間
違
っ
た
結
婚
を
し
て
い
る
。
神
に
賠
け
て
悪
い
縁
組
み
は
し
ま
い
。

マ
ロ
や
マ
リ
オ
ン
は
放
っ
て
置
い
て
、
そ
の
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夫
と
天
で
結
婚
す
る
マ
リ
ア
と
結
婚
し
よ
う
で
は
無
い
か
』

Q
F
Z
2
2
巳
Rω
心
包
括

B
m
E
O
K
F
B
m
w
念
日
o
g
E
Z
冨
日
ぽ
宮
。
三

－5
5
0
5
0ロ
件
。

ω昨
日

mEmN・
冨
包

ω
立－

0
2
可。

U
B
g
g
h
E似
N
E
吉
町
立
】
可
。

U
B
g
B
R－O
R
O
E
g
Z
ω
江
。
ロ

N
8
B
R町
三
・

同M
R
E日
目
。
ロ
少
司
日
目
白
－
o
g
m
E
H昨
日
。
三
円

ω
B
g
B
g
B
R芯
gω
・
句
。
門
口
広
F
ロ
o
p。
5
B
g
B
R
F。ロ
ω・
円、包

ωω
。ロ

ω
冨
向
。

ω

。
同
富
良
吉
ロ
タ
印
山
口
。
ロ

N
B
m
E。ロ
ωω
冨
何
百
ぽ
心
巳

ω
g
B
R
2
巳
《
川
町
見
自
己
目
。
・
）

フ
イ
ヌ
・
ア
ム
ー
ル
と
い
う
の
は
『
宮
廷
風
恋
愛
』
『
精
微
の
愛
』
と
い
わ
れ
十
二
世
紀
か
ら
精
練
さ
れ
だ
し
た
恋
愛
観
で
あ
り
、

に
つ
い
て
は
『
芸
文
研
究
』
第
十
九
号
の
旧
稿
『
中
世
の
恋
愛
観
と
女
性
像
』

ま
た
モ
シ
ェ
・
ラ
ザ
l
ル
の
著
書
の
書
評
（
『
芸
文
研
究
』

第
二
十
六
号
〉
に
か
つ
て
論
じ
た
の
で
そ
れ
に
譲
る
。
原
文
を
挙
げ
て
お
い
た
箇
所
に
見
ら
れ
る
様
に
ゴ

i
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
は
頭

韻
や
類
語
反
復
の
技
法
を
好
み
、
こ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
は
次
の
二
世
紀
に
大
い
に
流
行
す
る
こ
と
と
な
る
。

コ
l
ニ
ッ
ヒ
版
で
四
巻
の
ゴ

l
テ

ィ
エ
の
『
聖
母
奇
跡
語
』
を
通
読
す
る
と
こ
の
技
法
は
鼻
に
付
い
て
く
る
が
、
中
世
の
読
者
に
は
見
事
な
技
法
と
好
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
説
話
は
聖
母
マ
リ
ア
に
よ
っ
て
若
者
が
救
わ
れ
る
話
で
あ
る
。
奇
跡
談
で
あ
っ
て
怪
談
で
は
な
い
。
現
代
の
我
々
の
感
覚
で
は
指
輪

を
贈
っ
て
却
っ
て
聖
母
マ
リ
ア
に
見
返
さ
れ
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
女
性
が
い
さ
さ
か
可
愛
そ
う
な
気
が
す
る
が
、
自
身
ソ
ワ
ソ
ン
の
聖
メ
ダ

l
ル
修
道
院
の
僧
で
あ
っ
た
ゴ
！
テ
ィ
エ
に
と
っ
て
は
俗
世
を
捨
て
て
聖
母
マ
リ
ア
の
下
に
永
遠
の
生
命
を
得
た
学
僧
の
救
済
の
方
が
問
題

で
、
学
問
を
し
招
命
を
受
け
な
が
ら
、
俗
世
に
留
ま
ろ
う
と
し
た
学
僧
、
又
、
彼
を
俗
世
に
誘
惑
し
た
女
性
は
悪
口
を
言
わ
れ
で
も
仕
方
が

無
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

学
僧

0
2の
は
出
家
の
誓
願
、
を
立
て
な
い
中
な
ら
結
婚
も
出
来
、

俗
世
の
仕
事
に
も
就
け
た
。

こ
の
説
話
で
は
聖
マ
リ
ア
像
に
誓
っ
た

の
に
守
ら
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
折
角
、
誓
い
を
立
て
た
の
に
女
性
の
色
香
に
迷
っ
て
俗
界
に
留
ま
ろ
う
と
し
た
の
を
聖
母
が
呼
び
戻

し
て
く
れ
た
訳
で
あ
る
。
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ゴ
l
テ
ィ
エ
の
説
話
も
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ

l
ム
ス
ベ
リ
と
同
工
異
曲
の
も
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
以
上
、
類
話
も
捜
さ
ず
に
い
た
が
、
た
ま

だ
ま
昭
和
六
十
年
に
金
沢
で
日
本
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
学
会
の
秋
季
大
会
が
有
っ
た
時
、
金
沢
に
因
む
泉
鏡
花
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
つ

い
て
『
幻
想
空
間
の
東
西
1
1
1
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
と
お
し
て
み
た
泉
鏡
花
』
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ァ
ム
が
な
さ
れ
柏
木
隆
夫
氏
が
メ
リ
メ
の

『イ
l
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
と
鏡
花
の
『
頬
白
鳥
』
も
取
り
上
げ
ら
れ
既
に
夏
目
激
石
が
『
野
分
』
で
メ
リ
メ
の
こ
の
作
品
を
引
用
し
て
い

る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
『
野
分
』
で
は
明
る
い
世
界
に
住
む

『
中
野
君
』
が
婚
約
者
の
女
性
と
の
対
話
の
形
で
『
去
る
好
事
家
』
が
掘
り

出
し
た
『
ヰ
l
ナ
ス
の
像
』
が
新
婚
の
晩
に
『
ど
た
り
ど
た
り
と
二
階
を
上
が
っ
て
』
来
て
新
郎
が
死
ん
で
発
見
さ
れ
る
話
を
メ
リ
メ
か
ら

と
云
っ
て
話
し
て
い
る
。
『
野
分
』
の
発
表
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
一
年
、

一
九

O
八
年
で
あ
る
か
ら
本
邦
初
訳
の
一
九
二
四
年
よ
り
大
分

前
に
な
る
。

柏
木
氏
は
こ
の
発
表
を
『
文
学
』
の
一
九
八
九
年
九
月
号
に
『
鏡
花
・
メ
リ
メ
・
ユ
ゴ

l
l受
容
の
問
題

l
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ァ
ム
は
本
の
形
と
な
っ
て
金
沢
の
十
月
社
か
ら
一
九
九

O
年
一
月
に
出
版
さ
れ
、
筆
者
も
一
部
恵
贈
を
受
け
た
。
こ
の
中
で
柏

木
氏
は
激
石
の
対
話
の
部
分
を
省
い
て
上
手
に
話
を
纏
め
て
示
し
て
い
る
が
、
激
石
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
の
発
掘
者
を
テ
ニ
ス
を
し
指
輪
を
像

に
炭
め
た
当
人
と
し
て
い
る
の
が
自
に
付
く
。
こ
の
本
を
贈
っ
て
下
さ
っ
た
私
市
保
彦
氏
に
礼
状
を
書
く
際
に
ゴ
l
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン

シ
の
こ
の
奇
跡
語
に
ふ
れ
、
こ
の
奇
跡
語
が
中
世
の
説
話
の
集
成
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
メ
オ
ン
の
『
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五

世
紀
の
フ
ァ
ブ
リ
オ
！
と
コ
ン
ト
』
四
巻
の
第
二
巻
に
入
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、
恐
ら
く
一
七
七
九
年
に
メ
オ
ン
版
の

元
と
な
っ
た
パ
ル
パ
ザ
ン
の
三
巻
を
現
代
語
に
訳
し
た
ル
グ
ラ
ン
・
ド
シ
ィ
！
の
五
巻
本
に
も
入
っ
て
い
る
の
で
は
無
い
か
と
言
う
こ
と
も

知
ら
せ
た
。

メ
オ
ン
は
十
八
世
紀
後
半
に
現
在
の
パ
リ
国
立
図
書
館
の
基
で
あ
っ
た
王
立
図
書
館
の
司
書
で
あ
っ
た
人
で
一
八
一
四
年
に
は

『
蓄
積
物
語
』
四
巻
を
、

一
八
二
六
年
に
は
『
狐
物
語
』
四
巻
を
油
し
て
い
る
が
、

一
八

O
八
年
に
は
一
七
五
六
年
に
パ
ル
パ
ザ
ン
思
ぽ
ロ
ロ
。
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ロ
hH
吾川
HNh5・
5
8
1
H寸
寸

C

が
作
っ
た
三
巻
の
『
フ
ァ
プ
リ
オ
l
集
』
可
之
と
お
NhN
ミ

g
ミ
2
＼
ミ
ミ
ね
な
丸
三
九
S
Nむ
ミ
ム

町、
S
N
N
や送、

Q
N
h
Q
N
G
R
tミ
町
内
H
Q
N
h
E
L町、
AWM悼
Nq
包
白
川
之
内
句
”
口
問
。
と
円
。
、
門
出
向
志
向
吾
川
町
、
v
g
a川町、

F

］一
－
m
p
ま
た
前
記
の
三
巻
の
続
き
と
一
般
に
考
え
ら
れ

て
い
る
守
町
ね
え
ミ
ミ
ミ
ミ
拍
子
。
Nhhwgマ
ミ
え
な
wNqNhMN
、
川
町
、
む
句
。
M
N
H．
凡
な
口

g
を
元
に
司
令
守
NENhN
ミ

g
ミ
2
位
、
句
、
。
町
内
hw
＼、
hsmソねな

乱
立
し
門
町
、
唱
し
円
、
旬
、
・
し
円
』

1ι
『

N
F
N
Nで
、
え
し
門
て
内
紅
白
川
之
内
句
を
一
八

O
八
年
に
出
し
た
口
こ
れ
は
パ
ル
バ
ザ
ン
・
メ
オ
ン
と
呼
ば
れ
、

ブ
リ
オ
l
以
外
の
作
品
も
含
み
今
で
も
有
用
な
の
で
ス
ラ
ト
キ
ン
社
か
ら
近
年
リ
プ
リ
ン
ト
も
出
て
い
る
。

ル
グ
ラ
ン
・
ド
シ
ィ
i

見
ω吋
J
Z
c
c
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
学
び
イ
エ
ズ
ス
会
師
に
な

E
O
R
0
・Hohga回
ω
宮
許
可
円
。
m
g
ロ
円
円
〉
ロ
ωωuJ

っ
た
が
一
七
六
四
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
追
放
と
共
に
パ
リ
に
出
て
ラ
キ
ュ
ル
ヌ
・
ド
・
サ
ン
ト
・
パ
レ
エ
戸
川
戸
。
ロ
門
口
ぬ
〔
ぽ
∞
ω百
件
。
七
包
ω可。

ゃ
、
今
日
の
ア
ル
ス
ナ
ル
図
書
館
と
な
っ
た
蔵
書
家
と
し
て
著
名
な
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ソ
ン
家
の
ポ
ル
ミ
！
侯
爵
冨
ω
S
E
ω
仏

o
p
H
E
B可
と

考
古
学
、
文
献
学
研
究
に
勤
し
ん
だ
学
者
で
王
立
図
書
館
司
書
で
あ
り
、
学
士
院
会
員
で
も
あ
っ
た
が
、
パ
ル
パ
ザ
ン
の
『
フ
ァ
プ
リ
オ
l

集
』
を
元
に
一
七
七
九
年
に
四
巻
の
現
代
語
訳
を
出
し
た
。
こ
の
現
代
語
訳
は
好
評
を
博
し
、
英
訳
も
さ
れ
、

一
八
二
九
年
に
は
ル
ヌ
ア
l

ル

kr
・
〉
・
問
。
ロ
。
ロ
ω丘
に
よ
る
第
三
版
も
出
て
い
る
。

そ
こ
で
慶
応
義
塾
図
書
館
旧
書
庫
の
厨
川
文
夫
文
庫
に
入
り
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
！
の
五
巻
本
を
調
べ
る
と
、

一
八
二
九
年
に
出
た
第
三

版
の
第
五
巻
に
ゴ

i
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ム
シ
の
ω口
止
め
円
円
円
。
ゎ
。
自
己
又
は
コ
ワ
ン
シ

の
説
話
と
し
て
、
こ
の
話
が
ソ
ワ
ソ
ン
の

（

U
C
U
Z
F
 

ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
尼
僧
院
の
写
本
か
ら
と
し
て
訳
さ
れ
て
い
た
。
ソ
ワ
ソ
ン
の
写
本
そ
の
物
に
つ
い
て
は
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ

l
の
序
文
に

よ
る
と
ジ
ャ
ン
・
ラ
シ
！
ヌ
の
息
子
ル
イ
・
ラ
シ
l
ヌ

F
O
E
ω

河川凶己ロ
0・
g
U
N
－－吋∞
ω
が
読
ん
で
ア
カ
デ
ミ
ー
に
報
告
書
を
書
い
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。

ル
イ
・
ラ
シ

i
ヌ
は
一
七
五
五
年
の
有
名
な
リ
ス
ボ
ン
地
震
で
息
子
を
亡
く
し
て
か
ら
は
物
を
書
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

そ
れ
以
前
の
著
述
で
あ
ろ
う
。

ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
！
の
翻
訳
は
非
常
に
良
く
読
ま
れ
た
も
の
で
翻
訳
の
み
な
ら
ず
巻
末
に
古
仏
語
の
テ
ク

(429) 
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ス
ト
も
色
々
付
い
て
い
て
、
厨
川
先
生
が
長
く
捜
し
て
お
ら
れ
た
。
名
古
屋
の
西
洋
中
世
文
明
ロ
マ
ン
ス
語
研
究
所
が
一
七
七
九
年
版
の
四

巻
本
の
中
初
め
の
三
冊
を
所
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

一
八
二
九
年
の
五
巻
本
が
二
組
届
い
た
こ
と
を
た
ま
た
ま
知
っ
た
筆
者
が
厨
川
先
生

用
に
一
組
を
譲
る
よ
う
に
連
絡
し
た
も
の
で
先
生
没
後
の
御
寄
付
に
よ
っ
て
慶
応
義
塾
の
所
蔵
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
仏
訳
は
ル
ヌ
ワ
l
ル
に
依
る
第
三
版
が
五
冊
本
と
し
て
一
八
二
九
年
に
出
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
年
代
的
に
も
メ
リ
メ
が
読

ん
だ
可
能
性
は
大
き
い
。
そ
こ
で
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
ー
に
よ
る
こ
の
説
話
を
見
て
み
よ
う
。
仏
訳
は
第
五
巻
の
五
十
三
ペ
ー
ジ
か
ら
五
十

五
ペ
ー
ジ
を
占
め
、
七
行
の
感
想
が
付
い
て
い
る
D

和
訳
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

『
結
婚
指
輪
を
ノ
l
ト
ル
・
ダ
ム
の
指
に
朕
め
た
男
の
こ
と

聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
教
皇
が
法
王
の
座
に
付
い
た
時
、

ロ
ー
マ
に
は
ま
だ
異
教
徒
が
多
く
い
た
。
教
皇
は
異
教
徒
た
ち
が
町
に
あ
る
聖
者
、

聖
女
像
を
崇
め
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
全
て
の
聖
像
を
取
り
去
り
、
広
場
に
置
く
よ
う
に
と
命
じ
た
。
あ
る
日
ロ

I
マ
人
の
若
者
た
ち

が
広
場
で
競
技
に
興
じ
て
い
た
が
結
婚
し
た
て
の
異
教
徒
が
指
輪
を
折
る
と
い
け
な
い
と
思
い
指
か
ら
抜
い
て
そ
こ
に
あ
っ
た
彫
像
の
一
つ

の
指
に
朕
め
た
。
そ
し
て
冗
談
ま
じ
り
に
『
女
よ
、
俺
は
お
前
を
安
る
』
と
い
っ
た
。
こ
の
像
は
聖
処
女
の
像
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ノ
i
ト

ル
・
ダ
ム
は
冗
談
は
お
分
か
り
に
な
ら
ず
、
真
面
目
に
取
っ
て
指
を
曲
げ
ら
れ
た
の
で
男
が
取
り
に
来
た
時
に
は
抜
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た。
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
。
夜
、
彼
が
妻
を
愛
撫
し
よ
う
と
す
る
と
彼
は
強
い
手
で
遮
ら
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。
そ
の
手
は
彼
の
身
体
を
非
常

に
痛
い
程
押
し
付
け
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
苦
痛
の
戸
に
、
妻
は
脅
え
て
灯
火
を
捜
し
に
い
っ
た
。
彼
女
が
遠
ざ
か
る
と
ノ

i
ト
ル
・
ダ
ム

は
若
者
に
姿
を
顕
し
自
分
は
彼
が
証
人
た
ち
の
居
る
前
で
若
者
が
要
っ
た
者
だ
と
名
乗
っ
た
。
だ
か
ら
彼
女
を
裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
し
、

今
後
は
彼
の
先
に
安
っ
た
妻
と
の
楽
し
み
は
止
め
る
よ
う
に
と
彼
に
要
求
し
た
。
こ
の
異
教
徒
は
魔
法
に
違
い
な
い
と
思
い
、
夜
が
明
け
る
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ゃ
、
悪
魔
を
退
散
さ
せ
る
た
め
に
司
祭
を
招
ん
だ
。
司
祭
は
ス
ト
ラ
と
聖
水
を
持
っ
て
や
っ
て
来
て
、
夫
婦
二
人
に
一
緒
に
寝
て
前
の
晩
や

ろ
う
と
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
す
る
様
に
命
じ
た
。
自
分
が
聖
水
を
持
っ
て
二
人
の
側
に
居
る
限
り
、
勿
論
、
悪
魔
も
彼
ら
の
楽
し

み
の
邪
魔
に
は
来
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
。
し
か
し
幾
ら
司
祭
が
信
頼
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
二
人
の
努
力
は
無
駄
で
あ
っ
た
。
ま
た
ノ
l

ト
ル
・
ダ
ム
が
顕
れ
て
、
は
っ
き
り
と
司
祭
も
聖
水
も
役
に
立
た
な
い
と
言
わ
れ
、
自
分
は
決
し
て
背
信
を
許
さ
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ

た
。
夫
婦
は
が
っ
か
り
し
て
こ
の
出
来
事
の
す
べ
て
を
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
告
げ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
の
こ
と
を
止
め
さ
せ
ら
れ
な

い
と
教
会
に
力
が
無
い
と
思
わ
れ
る
の
を
恐
れ
、
決
し
て
他
言
し
て
は
な
ら
ぬ
と
命
じ
た
が
、
他
方
、
若
者
に
は
禁
欲
を
命
じ
た
。
こ
れ
は

夫
に
は
辛
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
あ
る
聖
な
る
隠
者
が
男
に
週
の
一
日
を
聖
処
女
に
捧
げ
て
は
ど
う
か
と
勧
め
た
D

聖
処
女
は
こ
の
償
い
に
心
を
休
め
、
再

び
顕
れ
て
こ
の
男
に
今
見
せ
て
い
る
通
り
の
姿
の
彫
像
を
作
る
様
に
命
じ
た
。
教
皇
は
始
め
は
こ
れ
に
反
対
し
た
が
男
が
、
何
度
か
の
他
の

幻
で
み
せ
し
め
に
罰
を
受
け
る
と
威
か
さ
れ
、
繰
り
返
し
て
懇
願
し
た
の
で
、
許
可
を
与
え
た
。
こ
う
し
て
彫
像
が
う
や
う
や
し
く
サ
ン
ト

・
マ
リ
ア
・
ド
・
ラ
・
ロ
ト
ン
ド
に
建
て
ら
れ
た
。
す
る
と
そ
の
像
が
指
輪
を
し
て
い
る
の
で
人
は
驚
い
た
。
こ
の
男
は
指
輪
が
彼
の
も
の

で
あ
る
と
見
分
け
、
是
非
お
返
し
く
だ
さ
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
た
D

聖
母
は
願
い
を
容
れ
、
指
輪
が
返
さ
れ
る
と
共
に
妻
と
の
楽
し
み
も

再
び
ゆ
る
さ
れ
た
。
修
道
士
で
あ
る
詩
人
は
こ
の
奇
跡
は
ど
れ
程
ノ

l
ト
ル
・
ダ
ム
が
良
い
方
か
を
証
す
る
と
い
う
が
、
同
時
に
彼
女
を
か

ら
か
っ
た
り
失
礼
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
証
す
る
と
言
う
。

一
世
紀
か
二
世
紀
前
で
あ
っ
た
ら
こ
れ
ら
の
馬
鹿
げ
た
小
話
を
印
刷
し
て
信
仰
を
傷
つ
け
る
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
を
心
配
も
し
た
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。
今
日
で
は
私
は
堂
々
と
す
べ
て
公
刊
で
き
る
が
、
そ
れ
も
分
別
あ
る
精
神
な
ら
私
も
同
様
に
、
常
に
尊
敬
す
べ
き
で
あ
る
信

仰
を
、
信
仰
を
汚
す
こ
と
に
し
か
な
ら
ぬ
迷
信
か
ら
区
別
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
』
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メ
オ
ン
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
版
を
繰
っ
て
み
る
と
こ
の
説
話
は

ロ。

B
Z
E
5，
富
山
三
吉
宮
小
。
ロ
の
一
八
二
ゴ
一
年
の
二
冊
本
弓
ミ
ミ
ミ

同

2Nh町民、弘、・、－
hN守、民
hNNhN
ミ

S
ミ
S
怠
品
川
弘
凡
な

wh同

s
hぎ
と
な
＼
ミ
ミ
ね
な

h
N
S
N
N旬
、
・
し

C
h
r・
し内で

Lr
ミ
し
内
で
内
丸
山
川
町
、
内
hw

ン
H
V
ロ
宮
山
小

℃

R

Z・
宮
小

8
・
8
Z
1
ω
自
己
M

内
宮
ωロロ
ω口伊丹
ω
門目。

Z
回伊豆目。

§
2
5
己
口
問
。
一

の
第
二
巻
二
九
三
ペ
ー
ジ
か
ら
一
三
三
ペ
ー
ジ
に
わ

た
る
八
音
節
平
韻
の
六
百
六
十
二
行
の
『
石
像
を
要
っ
た
男
の
こ
と
』
と
題
す
る
作
品
の
抄
訳
で
あ
る
。

こ
の
二
冊
本
の
第
一
巻
の
巻
頭
に
は
、
こ
の
第
一
冊
は
一
八

O
八
年
の
四
巻
と
同
じ
方
法
で
つ
く
ら
れ
た
が
そ
の
一
部
は
サ

γ
ト
・
パ
レ

エ
氏
用
に
つ
く
ら
せ
た
写
し
に
依
っ
た
の
で
、
明
ら
か
に
誤
記
さ
れ
た
字
が
あ
る
の
だ
が
原
写
本
が
分
か
ら
な
い
の
で
直
せ
な
か
っ
た
こ

と
、
第
二
巻
は
王
立
図
書
館
写
本
の
幾
っ
か
か
ら
採
ら
れ
た
信
仰
談
の
み
を
含
む
と
し
『
そ
の
多
く
は
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ

i
氏
が
知
ら
し

め
た
が
特
に
『
天
使
の
お
供
を
し
た
隠
者
』
の
話
が
あ
り
、
こ
れ
は
ヴ
ォ
ル
テ
l
ル
の
ザ
デ
ィ
！
ク
に
あ
る
可
愛
い
話
の
お
手
本
と
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
話
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
全
て
の
話
の
よ
う
に
ラ
テ
ン
語
か
ら
訳
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

『
自
分
よ
り
先
に
天
国
に
い
っ
た

泥
棒
を
み
て
絶
望
し
た
穏
者
の
話
』
と
一
緒
に
あ
る
写
本
に
あ
る
が
、
そ
の
話
が
こ
の
話
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
（
ザ
デ
ィ

l

グ
の
話
と
は
）
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
相
違
は
翻
訳
を
し
た
詩
人
た
ち
が
訳
そ
う
と
し
て
い
る
テ
ク
ス
ト
に
文
字
通
り
従
う
こ
と
に

囚
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
ま
た
は
同
じ
主
題
が
違
う
著
者
に
依
っ
て
扱
わ
れ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
』
と
言
い
ザ
デ
ィ
l
グ
の
中
の
挿
話

で
親
し
ま
れ
て
い
る
説
話
の
筋
を
紹
介
い
て
い
る
。
こ
の
説
話
に
つ
い
て
は
ガ
ス
ト
ン
・
パ
リ
ス
を
初
め
、
多
く
の
研
究
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
譲
る
が
、

メ
オ
ン
の
示
す
テ
ク
ス
ト
は
前
に
訳
文
で
示
し
た
ゴ
l
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
の
奇
跡
雷
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ル

グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
の
抄
訳
も
メ
オ
ン
版
に
依
っ
て
い
る
が
テ
ク
ス
ト
を
良
く
把
握
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。

メ
オ
ン
の
テ
ク
ス
ト
で
は
指

輸
を
炭
め
た
彫
像
は
古
代
の
女
神
像
で
あ
り
聖
母
像
で
は
無
い
の
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
長
い
が
メ
オ
ン
版
の
テ
グ
ス
ト
を
訳
で
示
そ
う
。
テ

ク
ス
ト
は
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
が
訳
さ
な
か
っ
た
『
智
者
は
語
る
義
務
が
あ
る
』
と
い
う
良
く
使
わ
れ
る
中
世
の
ク
リ
シ
ェ
を
や
や
ひ
ね
っ

-15-ー（426)



た
序
論
が
五
十
八
行
付
い
て
い
る
む

『
ソ
ロ
モ
ン
臼
く
、
愚
か
者
も
黙
し
て
居
れ
ば
賢
者
、
と
。
た
と
え
賢
者
で
な
く
と
も
黙
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
人
は
分
別
が
あ
る
と
思

ぅ
。
そ
し
て
彼
が
舌
を
ほ
ど
い
て
語
れ
ば
自
分
の
m
応
か
さ
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
黙
り
過
ぎ
も
喋
り
過
ぎ
も
愚
か
な
行
い
と
な
る
。
或

る
言
葉
は
馬
鹿
な
言
と
さ
れ
、
意
に
反
し
て
広
ま
り
、
記
憶
に
留
め
ら
れ
汚
序
と
恥
は
、
氷
く
続
く
。

一
撃
で
百
撃
の
値
と
な
る
。
今
後
百
年

も
起
こ
ら
ぬ
一
撃
も
一
時
に
落
ち
て
来
る
。
神
が
材
を
友
と
す
る
も
の
に
約
束
し
た
喜
び
が
永
久
に
続
く
聖
な
る
住
ま
い
に
入
れ
て
戴
け
る

よ
う
に
、
こ
の
死
に
至
る
俗
世
間
に
平
和
に
暮
ら
し
て
居
る
者
は
賢
い
。
天
国
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
も
の
は
幸
運
に
生
ま
れ
た
の

だ
。
そ
の
馬
鹿
げ
た
習
慣
で
こ
の
死
に
至
る
世
間
で
愚
か
な
生
き
方
を
す
る
も
の
は
不
幸
で
あ
る
。
貴
方
が
た
、
自
分
の
肉
体
を
そ
れ
ほ
ど

愛
し
て
い
る
方
々
よ
、
男
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
又
、
女
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。
良
く
見
て
見
よ
。
そ
し
て
自
分
の
人
生
の
章
一
さ
を
計
っ
て
見

ょ
。
我
々
は
空
気
で
膨
ら
ん
だ
牛
の
時
抗
の
よ
う
な
も
の
だ
。
針
で
突
き
刺
せ
ば
針
穴
か
ら
風
が
吹
き
出
し
あ
っ
と
言
う
間
に
し
ぼ
ん
で
し

ま
う
。
我
々
も
そ
の
よ
う
な
物
な
の
だ
。
金
が
あ
り
健
康
な
と
き
は
病
気
も
死
も
恐
れ
ず
悪
を
味
わ
う
、
膨
ら
ま
せ
た
勝
脱
の
よ
う
に
倣
慢

と
自
惚
れ
で
膨
ら
ん
で
い
る
口
所
が
死
が
我
々
を
つ
つ
き
、
身
体
を
無
に
し
、
倣
慢
を
外
に
吹
き
出
す
そ
の
切
っ
先
を
感
じ
る
や
い
な
や
、

肉
体
の
為
に
使
っ
て
い
た
武
具
を
裁
き
に
有
利
に
な
る
よ
う
に
投
げ
捨
て
る
。
で
す
か
ら
我
々
は
未
だ
間
に
合
う
内
に
善
行
を
積
み
ま
し
ょ

ぅ
。
誰
も
自
分
の
寿
命
は
確
か
に
知
れ
な
い
。
全
て
を
取
り
去
る
死
が
我
々
に
挑
戦
す
る
。
死
は
強
者
も
弱
者
も
打
ち
倒
し
自
分
の
不
正
を

償
お
う
と
も
し
な
い
。
そ
れ
が
不
道
理
だ
ろ
う
と
正
し
か
ろ
う
と
全
て
を
奪
う
の
だ
。
自
分
の
恥
と
地
獄
行
き
を
避
け
る
た
め
に
備
え
て
い

る
も
の
が
賢
者
な
の
で
す
。
さ
て
こ
れ
か
ら
本
当
の
権
威
あ
る
本
か
ら
取
っ
た
話
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
本
に
は
歴
史
に
書
い
て
無

い
事
は
一
切
私
は
書
き
す
ま
い
。

聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
時
代
に
ロ

l
マ
に
は
不
信
者

3
3
z
g
D
N
や
サ
ラ
セ
ン
人
や
異
端
者
が
多
く
居
た
。
こ
の
人
達
は
神
も
そ
の
教
え
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も
信
ぜ
ず
偶
像
を
崇
め
、
男
や
女
の
形
に
木
像
を
作
っ
て
拝
ん
で
魂
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
物
に
仕
え
、
こ
れ
ら
の
像
が
念

頭
に
あ
る
彼
ら
は
愚
か
者
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
マ
の
法
王
と
な
っ
た
あ
の
立
派
な
方
に
依
っ
て
、
こ
の
者
ど
も
を
神
の
教
え
の
下
に
連
れ
て
行

く
と
い
う
事
が
起
こ
る
ま
で
は
、
説
教
を
上
手
に
出
来
る
者
に
相
応
し
く
こ
の
者
ど
も
に
良
く
説
教
し
た
教
皇
は
偶
像
を
破
壊
さ
せ
、
手
足

を
も
、
ぎ
取
っ
て
聖
。
ヘ
テ
ロ
教
会
と
聖
ラ
テ
ラ
ヌ
ス
教
会
の
間
に
あ
り
コ
ロ
シ
ウ
ム
と
呼
ば
れ
る
広
場
に
集
め
さ
せ
た
。
先
年
聞
い
た
所
で

は
、
こ
の
広
場
に
相
撲
を
と
っ
た
り
昔
お
こ
な
わ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
宮
『
丘
お
を
し
に
力
を
試
し
た
い
人
達
が
集
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

っ
て
偶
像
を
崇
め
た
人
達
が
偶
像
は
只
の
石
や
詰
ま
ら
な
い
石
か
壊
れ
た
石
で
あ
る
こ
と
を
眺
め
、
木
や
石
の
中
に
は
理
性
も
寓
音
山
も
当
然

見
つ
か
る
訳
が
な
い
と
、
自
分
た
ち
の
忠
か
な
行
い
を
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
と
こ
の
場
所
に
置
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
。

或
る
祭
り
の
日
に
食
事
の
後
で
ロ

l
マ
の
若
者
た
ち
が
相
撲
の
為
に
こ
こ
に
集
ま
っ
た

D

最
も
強
い
者
た
ち
が
一
人
の
男
に
打
ち
倒
さ
れ

る
と
言
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
、

一
同
が
こ
の
男
に
感
心
し
た
。
し
か
し
中
に
は
、
町
で
も
身
分
の
低
い
者
が
彼
ら
を
打
ち
負
か
し
た
こ

と
で
憤
慨
す
る
者
た
ち
も
い
た
。
家
柄
も
良
く
豊
か
で
結
婚
し
た
て
の
若
者
で
こ
れ
ま
で
こ
の
相
撲
を
す
れ
ば
常
に
賞
杯
を
得
て
い
た
男
が

親
族
に
つ
け
つ
け
言
わ
れ
、
皆
か
ら
懇
願
さ
れ
て
衣
服
を
脱
い
で
相
撲
の
準
備
を
し
た
。
指
に
小
さ
い
が
大
事
に
し
て
い
た
指
輪
を
し
て
い

た
が
『
こ
れ
は
外
し
た
方
が
良
い
。
さ
も
な
い
と
壊
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
な
。
こ
れ
は
大
事
な
の
で
、
壊
し
た
ら
い
や
だ
か
ら
』
と
い

う
と
女
の
形
に
刻
ま
れ
た
像
が
傍
の
壁
に
た
で
か
け
て
あ
り
、
右
手
を
聞
い
て
い
る
の
が
見
え
た
。
自
分
の
身
の
破
滅
を
求
め
る
こ
と
と
な

る
こ
の
男
は
指
輪
を
像
の
指
の
一
つ
に
山
恨
め
冗
談
に
『
女
よ
、
こ
の
指
輪
で
お
前
を
安
る
』
と
言
っ
た
。

動
停
が
し
た
り
す
る
ど
こ
ろ
か
息
も
長
く
強
い
男
は
頑
張
っ
て
最
初
の
勝
負
か
ら
彼
を
投
げ
倒
し
た
の
で
賞
ぽ
伎
の
手
に
入
っ
た
。
衣
服

を
付
け
袖
で
顔
を
拭
う
と
石
像
の
指
か
ら
指
輪
を
取
っ
て
こ
よ
う
と
思
っ
た
彼
は
蔦
の
葉
の
如
く
青
ざ
め
た
。
像
が
字
を
握
り
指
輪
が
外
側

か
ら
見
え
た
の
だ
か
ら
。
恐
怖
に
心
は
動
転
し
た
が
、
こ
の
事
が
知
ら
れ
無
い
よ
う
に
友
達
の
所
に
戻
っ
て
何
も
気
づ
か
れ
な
い
様
に
振
る 台、

- 17ーく424)



舞
っ
た
。
親
族
は
彼
と
大
騒
ぎ
で
御
馳
走
を
食
べ
た
c

彼
ら
の
間
で
は
競
技
に
勝
っ
た
も
の
が
御
馳
走
す
る
の
が
習
慣
で
あ
っ
た
。
彼
の
友

た
ち
が
彼
の
為
に
大
宴
会
を
し
て
食
事
が
終
わ
る
と
散
り
散
り
に
な
っ
た
。

美
し
く
素
直
で
若
く
乳
房
も
無
い
妻
を
持
つ
こ
の
男
は
、

か
の
女
の
腕
の
間
に
寝
に
い
っ
た
。
彼
女
に
触
れ
よ
う
両
腕
で
抱
こ
う
と
。
す

る
と
、
彼
が
要
っ
た
像
が
邪
魔
を
し
て
彼
の
脇
に
寝
て
き
つ
く
重
み
を
掛
け
た
。
男
は
び
っ
く
り
し
て
起
き
上
が
る
と
コ
リ
ゼ
i
で
起
き
た

こ
と
を
思
い
だ
し
た
。
妻
は
仰
天
し
て
裸
の
ま
ま
ベ
ッ
ド
か
ら
飛
び
出
し
た
。
男
は
部
屋
に
明
か
り
も
持
っ
て
こ
さ
せ
た
が
、
良
く
ぐ
る
ぐ

る
捜
し
て
も
、
彼
を
困
ら
せ
た
も
の
を
何
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
灯
火
を
点
け
た
ま
ま
寝
た
。
妻
を
抱
こ
う

と
彼
女
の
側
に
行
く
と
す
ぐ
に
像
が
出
て
来
て
、
す
ぐ
さ
ま
大
声
で
『
悪
運
を
招
く
こ
と
を
し
て
い
る
。
私
に
対
し
て
思
い
こ
と
を
し
て
い

る
こ
と
は
良
く
分
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
今
日
貴
方
は
私
を
安
っ
た
の
で
す
よ
。
そ
れ
な
の
に
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

決
し
て
成
就
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。
お
前
が
彼
女
と
寝
ょ
う
と
欲
す
る
度
に
お
前
の
所
に
来
て
そ
の
欲
求
を
禁
じ
て
や
る
。
と
い
う
の
も
私

に
は
禁
ず
る
権
利
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
結
婚
の
力
に
依
っ
て
お
前
は
私
の
愛
以
外
の
愛
を
思
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
す
。
賢
く
振
る
舞
い
な

さ
い
。
お
前
も
知
つ
て
の
通
り
、
こ
の
力
は
勝
る
の
で
す
。
即
ち
、

お
前
の
信
ず
る
教
え
は
お
前
が
お
前
の
妻
以
外
の
女
性
に
罪
を
犯
さ
ず

触
れ
ら
れ
な
い
と
確
言
し
て
い
ま
す
。
私
は
ま
さ
し
く
お
前
の
も
の
で
お
前
は
私
の
も
の
で
す
D

な
に
も
の
も
我
々
を
分
か
つ
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
私
は
立
ち
去
る
が
私
に
ど
ん
な
こ
と
で
も
悪
い
こ
と
を
し
な
い
よ
う
注
意
し
な
さ
い
。
と
い
う
の
も
こ
の
女
に
触
れ
た
り
し
た
ら

立
ち
所
に
顕
れ
ま
ず
か
ら
ね
』
と
い
う
と
像
は
姿
を
消
し
彼
ら
の
目
か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
。
寝
台
に
寝
て
い
た
男
も
女
も
こ
れ
は
悪
魔
だ

と
動
転
し
て
十
字
を
切
る
の
も
や
っ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
人
は
寝
台
か
ら
立
ち
上
が
り
恐
怖
に
捉
え
ら
れ
、
す
っ
か
り
不
思
議
さ
に
打

た
れ
て
い
た
。

若
者
は
悩
み
、
苦
し
み
が
心
の
中
に
住
み
着
い
た
。
像
の
中
に
い
た
の
が
悪
魔
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
彼
が
口
に
し
た
思
慮
の
な
い
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言
葉
を
囚
に
伎
を
自
分
の
方
に
引
き
寄
せ
よ
う
と
し
た
悪
魔
だ
と
む
男
は
こ
の
事
件
を
翌
日
自
分
の
司
祭
に
告
げ
た
。
そ
こ
で
司
祭
は
す
ぐ

に
聖
水
と
十
字
架
を
も
ち
ス
ト
ラ
を
首
に
か
け
男
と
二
人
こ
っ
そ
り
家
に
や
っ
て
き
た
。
像
を
彼
の
前
に
は
っ
き
り
呼
び
出
す
為
に
男
を
妻

と
寝
か
せ
た
。

す
る
と
す
ぐ
像
が
顕
れ
男
に
む
か
つ
て
『
学
僧
も
司
祭
も
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
』
と
叫
ん
だ
。

悪
魔
を
恐
れ
て
い
る
男

は
す
ぐ
起
き
上
が
っ
た
。
司
祭
は
聖
水
を
像
に
浴
び
せ
掛
け
、

ス
ト
ラ
を
像
の
首
に
投
げ
掛
け
、
十
字
架
を
前
に
か
ざ
し
て
、
悪
魔
払
い
を

唱
え
『
お
前
は
悪
魔
か
。
こ
こ
に
お
姿
が
見
え
る
十
字
架
に
掛
か
ら
れ
た
神
に
賭
け
て
お
前
を
被
い
、
神
の
御
稜
威
に
よ
っ
て
こ
の
家
に
二

度
と
顕
れ
ぬ
様
に
命
ず
る
』
と
い
っ
た
が
、
像
は
『
そ
れ
は
効
き
目
が
無
い
。
お
前
の
唱
え
る
と
こ
は
み
な
空
し
い
言
だ
。
十
字
架
が
あ
ろ

う
と
ス
ト
ラ
が
あ
ろ
う
と
こ
の
家
に
来
る
の
は
止
め
な
い
よ
。
神
が
こ
の
男
に
私
を
自
分
の
妻
と
し
て
彼
の
側
に
置
く
よ
う
に
し
て
欲
し

い
。
こ
の
男
は
自
分
か
ら
私
を
妻
と
し
て
要
っ
た
の
だ
か
ら
、
男
が
信
仰
を
守
る
の
な
ら
、
神
は
こ
の
男
を
私
の
も
の
と
し
て
確
保
し
持
た

せ
る
べ
き
で
す
。
お
前
は
自
分
の
教
え
を
良
く
調
べ
て
ご
覧
、
教
え
は
私
の
言
っ
た
こ
と
を
命
じ
て
い
る
よ
。
ほ
ら
こ
れ
が
彼
が
私
の
指
を

も
て
あ
そ
ん
で
自
分
の
意
志
か
ら
私
を
妻
と
し
て
炭
め
た
指
輪
だ
よ
。
お
前
は
自
分
の
教
え
を
曲
げ
よ
う
と
言
う
の
か
ね
。
お
前
は
無
駄
ご

と
を
唱
え
て
い
る
。
お
前
の
忠
言
は
彼
の
役
に
は
立
た
ず
、
こ
の
こ
と
は
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
よ
。
（
明
日
ロ
包
〈
巴
ω

2

P
ロ
ω
R
Z
ω
E
2・

冨
2

0ロ
〈
ω吉
岡
ω丘
g
Z
D
向日ロ明。
2
・
。
口
。
立
ω件
。
。
ロ

z－ω
口。

Z

J刊
ωロ門
H
3・
z
o
Y
B小
ω
g
ロO

】

山

内

ωロ仏門
ω〉
』
と
云
っ
た
。
司
祭

は
悪
魔
の
言
葉
を
聞
く
と
狼
狽
え
て
、

ロ
ン
パ
ル
デ
ィ
ア
の
人
が
な
め
く
じ
を
怖
が
る
以
上
に
こ
の
場
所
を
恐
れ
こ
れ
以
上
そ
こ
に
留
ま
ろ

う
と
は
し
な
か
っ
た
。

若
者
は
す
ぐ
に
妻
の
手
を
取
っ
て
悲
し
ん
で
余
所
に
出
掛
け
た
。
神
と
は
縁
の
無
い
彫
像
も
以
前
そ
う
し
た
よ
う
に
風
の
ご
と
く
立
ち
去

っ
た
。
二
人
は
司
祭
の
勧
め
で
こ
の
自
然
の
法
則
に
反
し
て
起
っ
た
事
件
を
教
皇
に
話
に
い
っ
た
。
教
皇
は
こ
の
話
に
び
っ
く
り
し
て
、
若

者
に
は
妻
に
触
れ
な
い
様
に
勧
め
、

神
に
信
頼
を
託
す
こ
と
、

こ
の
事
件
が
人
に
知
ら
れ
な
い
様
に
す
る
こ
と
を
忠
告
し
た
。
（
人
に
知
ら
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れ
る
と
〉
信
仰
の
弱
い
人
は
教
会
が
こ
の
事
件
を
解
決
出
来
な
い
ほ
ど
力
が
な
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

若
者
は
話
す
こ
と
は
出
来
る
だ
け
延
ば
し
、
罪
か
ら
も
身
を
守
り
ま
す
と
即
陀
に
教
皇
に
約
束
し
た
。

口
に
出
し
心
か
ら
蛾
悔
し
た
男
は
長
く
事
を
起
こ
さ
ず
に
い
た
が
、
も
っ
と
も
彼
に
と
っ
て
辛
い
重
荷
は
美
し
い
妻
に
触
れ
る
勇
気
の
持

て
な
い
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
快
楽
を
楽
し
め
な
い
と
い
う
悩
み
で
長
く
苦
し
ん
で
い
る
内
に
、
彼
の
事
件
に
良
い
意
見
を
与
え
て
呉
れ
る
か

も
し
れ
な
い
完
徳
の
聖
な
る
穏
者
の
噌
を
聞
き
つ
け
た
男
は
な
ん
と
か
そ
の
人
の
跡
を
追
っ
て
捜
し
求
め
た
い
と
思
っ
た
。
悩
み
の
軽
く
な

る
こ
と
を
求
め
て
、
ぐ
ず
ぐ
ず
せ
ず
に
自
分
の
土
地
ロ

i
マ
か
ら
遠
く
旅
を
し
た
。
尋
ね
尋
ね
て
プ
i
リ
ア
で
穏
者
に
会
え
た
が
探
索
は
辛

い
こ
と
で
あ
っ
た
。
悩
み
を
軽
く
し
よ
う
と
男
は
事
件
を
起
こ
っ
た
通
り
に
穏
者
に
語
っ
た
。
神
を
健
れ
る
穏
者
は
『
友
よ
、
貴
方
の
歳
と

分
別
な
ら
何
に
も
ま
し
て
善
を
保
つ
の
が
良
い
こ
と
は
お
分
か
り
じ
や
ろ
う
。
と
い
う
の
は
神
は
菩
に
身
を
保
つ
男
女
を
お
支
え
に
く
な
る

の
じ
ゃ
か
ら
。
し
か
し
人
々
が
良
き
才
能
か
ら
そ
れ
る
こ
と
が
な
い
程
喜
ん
で
仕
舞
わ
な
い
様
に
、
神
は
何
か
の
意
図
の
中
に
止
め
ら
れ

る
D

丁
度
、
挿
し
木
の
苦
が
凍
る
季
節
を
避
け
よ
う
と
閉
じ
る
よ
う
に
、
咲
き
急
い
だ
花
が
寒
さ
に
困
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
な
。
神
は
自

分
の
友
、
天
国
を
約
束
し
た
人
達
が
悪
に
身
を
投
げ
込
ま
ぬ
よ
う
に
と
近
く
に
留
め
ら
れ
る
。
思
う
に
神
は
お
前
を
欲
し
い
と
思
わ
れ
て
居

ら
れ
る
。
さ
て
何
を
し
た
ら
良
い
か
言
っ
て
進
、
、
せ
よ
う
。
告
白
し
悔
悟
し
な
さ
い
、
そ
し
て
妻
に
触
れ
ず
、
優
し
き
純
粋
で
繊
細
な
神
の

母
、
あ
ら
ゆ
る
善
意
で
輝
く
ノ

l
ト
ル
・
ダ
ム
を
力
の
限
り
崇
め
な
さ
い
D

土
曜
毎
に
聖
母
に
ミ
サ
を
捧
げ
な
さ
い
。
神
に
よ
っ
て
お
前
に

告
げ
る
。
確
実
に
ノ

l
ト
ル
・
ダ
ム
に
仕
え
た
ら
、

ほ
ど
な
く
聖
母
が
忠
告
を
お
前
に
与
え
る
で
あ
ろ
う
口
聖
母
に
仕
え
て
百
倍
の
お
返
し

を
得
な
か
っ
た
も
の
は
居
ら
ん
。
』
『
穏
者
様
、
全
て
お
任
せ
し
ま
す
。
心
の
底
か
ら
お
約
束
し
ま
す
が
聖
母
に
お
仕
え
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

で
は
お
限
し
ま
す
。
他
に
御
意
見
も
無
い
様
で
す
か
ら
口
ど
う
ぞ
私
の
為
に
祈
っ
て
下
さ
い
。
神
が
私
を
悩
み
か
ら
お
譲
り
下
さ
る
よ
う

に
』
と
言
う
と
男
は
穏
者
か
ら
分
か
れ
た
。
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苦
労
を
涜
げ
た
の
で
ロ

l
マ
に
辿
り
着
い
た
。
穏
者
の
忠
告
を
守
り
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
。
少
し
も
偽
り
の
心
無
く
神
の
母
を
出
来
る

限
り
山
一
一
ホ
め
週
に
一
回
ミ
サ
を
挙
げ
た
。
音
ぬ
を
尽
く
し
て
努
力
し
た
の
で
ノ
！
ト
ル
・
ダ
ム
も
嘉
納
な
さ
っ
た
。

彼
が
ミ
サ
を
上
げ
始
め
て
丁
度
一
年
経
っ
た
晩
、

一
人
の
女
性
が
彼
の
前
に
立
っ
た
夢
を
見
た
D

そ
の
人
か
ら
は
そ
の
場
所
が
輝
く
ば
か

り
の
大
き
な
明
る
さ
が
発
し
て
い
て
、
そ
の
こ
と
に
彼
は
大
き
な
喜
び
を
得
た
の
だ
が
自
分
は
ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
婦
人
は

其
処
に
立
っ
と
側
で
横
た
わ
っ
て
い
る
彼
に
『
兄
弟
た
る
友
よ
、
私
に
似
た
像
を
作
る
こ
と
を
命
じ
ま
す
。
高
価
な
も
の
で
も
安
い
も
の
で

も
よ
い
が
、
像
が
自
分
の
前
に
息
子
を
抱
い
て
い
る
様
に
、
良
く
彫
刻
し
た
立
像
で
、
心
を
込
め
て
作
り
色
を
塗
っ
て
、
誰
か
ら
も
文
句
を

言
わ
れ
な
い
も
の
を
作
り
な
さ
い
。
こ
の
仕
事
を
す
る
の
が
お
前
に
相
応
し
い
。
途
中
で
放
棄
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
D

私
は
お
前
が
仕
え
て

呉
れ
て
い
る
者
で
す
。
良
き
お
返
し
を
し
あ
げ
る
か
ら
、
良
い
物
が
お
前
に
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
』
と
言
う
と
消
え
去
っ
た
。

男
は
目
を
覚
ま
し
酷
く
不
思
議
に
思
っ
た
。
夢
の
こ
と
を
考
え
あ
ぐ
ね
、
教
皇
に
告
げ
、
反
対
さ
れ
な
け
れ
ぽ
彫
像
を
作
ろ
う
と
考
え

た
。
夢
の
話
を
聞
い
た
教
皇
は
『
友
よ
、

ロ
ー
マ
中
で
男
で
あ
れ
女
で
あ
れ
像
を
立
て
て
は
い
け
な
い
と
布
告
が
出
て
い
る
の
は
知
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
像
を
作
る
も
の
は
裁
判
に
掛
か
り
、
即
座
に
断
罪
さ
れ
る
。
だ
か
ら
夢
に
見
た
に
し
て
も
そ
う
云
う
こ
と
は
し
な
い
様
に
命

ず
る
。
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
思
慮
な
き
も
の
が
像
を
崇
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
禁
じ
た
の
だ
か
ら
』
と
言
わ
れ
た
。
男
は
何
も
し
ま
せ

ん
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
様
で
す
か
ら
と
答
え
て
辞
去
し
た
。
次
の
晩
、
又
声
が
聞
こ
え
彼
を
考
え
無
し
と
言
い
怒
っ
た
声
と
、
脅
か
す
姿

で
『
お
前
は
愚
か
も
の
だ
ね
。
私
の
欲
す
る
所
を
否
定
す
る
と
は
馬
鹿
げ
た
忠
告
を
得
た
も
の
だ
。
像
を
作
れ
ば
、
感
謝
す
る
よ
う
な
贈
り

物
を
上
げ
る
の
に
』
と
告
げ
た
。

こ
の
警
告
を
恐
れ
た
男
は
翌
日
教
皇
に
聖
母
の
言
葉
を
告
げ
た
。
教
皇
は
す
ぐ
に
『
心
配
せ
ず
も
う
一
晩
待
つ
よ
う
に
命
ず
る
。
こ
の
事

を
お
知
ら
せ
下
さ
っ
て
い
る
の
が
神
な
ら
多
分
も
う
一
度
起
こ
ら
ず
に
は
い
な
い
だ
ろ
う
』
と
言
っ
た
。
一
二
日
目
の
晩
、
寝
る
と
す
ぐ
声
が
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聞
こ
え
『
愚
か
者
め
、

お
前
に
は
分
別
も
良
さ
も
な
い
こ
と
が
良
く
分
か
っ
た
c

私
が
求
め
る
こ
と
を
し
な
い
で
済
む
様
に
私
の
忠
告
に
反

対
す
る
意
見
を
捜
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
。
そ
れ
が
お
前
の
た
め
に
大
き
な
損
失
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
さ
い
。
こ
の
町
中
で

悪
魔
た
ち
が
崇
め
ら
れ
る
た
め
に
、
彫
像
を
作
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
私
は
お
前
に
神
と
私
の
栄
誉
の
た
め
教
え
を
広
め
る
為
に
私

の
像
を
刻
み
権
威
と
し
て
置
く
こ
と
を
三
度
も
お
前
に
言
い
つ
け
た
の
に
、
私
の
為
に
は
何
も
し
よ
う
と
し
な
い
。
言
っ
て
お
く
が
五
月
の

祭
日
ま
で
に
像
を
作
ら
ず
、
何
も
し
な
か
っ
た
ら
、
非
常
な
不
運
が
起
こ
り
お
前
は
そ
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
破
滅
の
内
に
死
ぬ
し
、
こ
の
仕

事
に
反
対
の
者
も
皆
お
前
と
共
に
破
滅
の
途
に
付
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
』
と
い
っ
た
。
男
は
夜
が
明
け
る
と
す
ぐ
に
起
き
上
が
り
、

た
と
え

禁
じ
ら
れ
で
も
像
を
作
ろ
う
と
い
っ
た
。
反
対
を
恐
れ
ず
あ
の
女
性
を
信
頼
し
だ
れ
に
対
し
て
も
彼
女
を
弁
護
す
れ
ば
ど
ん
な
悪
い
こ
と
も

起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
。
教
皇
の
と
こ
ろ
に
駈
け
て
い
っ
て
す
ぐ
に
婦
人
が
か
れ
に
告
げ
た
警
告
を
言
葉
通
り
に
伝
え
た
。
教
皇
は
神
に

依
っ
て
彼
に
像
を
作
る
様
に
命
じ
た
。
三
度
も
そ
の
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
は
神
が
そ
れ
を
望
ま
れ
て
い
る
の
だ
と
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
男
は
職
人
を
あ
ち
こ
ち
捜
し
出
し
て
像
を
作
り
、
優
雅
で
汚
点
の
な
い
像
を
金
、
銀
で
塗
り
皆
に
見
え
る
所
に
上
手
に
据
え
た
。

像
が
出
来
あ
が
る
と
ど
ん
な
彫
刻
師
も
石
工
も
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
像
を
模
作
出
来
な
い
ほ
ど
優
雅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
知
ら
せ
ば
到

る
と
こ
ろ
を
駆
け
巡
り
、
男
が
悪
い
だ
け
善
女
で
あ
る
ロ

l

マ
の
婦
人
た
ち
は
こ
の
像
に
悩
み
を
訴
え
よ
う
と
行
列
と
な
っ
て
や
っ
て
き

て
、
こ
の
世
す
べ
て
の
婦
人
で
あ
る
ノ
l
ト
ル
・
ダ
ム
・
ラ
・
ロ
ン
ド
教
会
の
主
祭
壇
の
上
に
こ
の
像
を
据
え
さ
せ
た
。
こ
の
像
は
こ
こ
で

崇
め
ら
れ
、
良
き
人
々
に
よ
っ
て
誉
れ
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
像
は
見
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
大
事
に
さ
れ
た
の
も
こ
れ
が
最
初

の
聖
母
像
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

愛
人
が
居
な
い
の
に
恋
す
る
も
の
は
愚
か
で
あ
る
。
こ
の
像
を
作
っ
た
町
人
は
愛
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
の
も
彼
の
方
も
愛
し
て
い
た
か

ら
。
毎
日
こ
の
像
に
自
分
の
不
幸
を
嘆
き
、

お
救
い
下
さ
い
と
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。
ミ
サ
を
挙
げ
る
こ
と
は
伎
の
気
に
入
っ
て
い
た
が
、
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あ
る
日
、
僧
も
俗
人
も
多
く
い
る
眼
前
か
ら
像
が
消
え
去
っ
た
。
像
が
皆
か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
嘆
き
の
声
が
上
が
っ
た
。
像
を
恋
人

と
し
て
い
た
町
人
は
苦
し
み
と
嘆
き
を
口
に
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ず
『
あ
あ
、
ど
う
し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
。
恋
も
喜
び
も
全
て
の
救
い
も
失

っ
て
し
ま
っ
た
。
我
が
慰
め
も
、
我
が
望
み
も
、
あ
あ
、
苦
し
み
も
期
待
も
増
え
ま
す
よ
う
に
ロ
熱
心
さ
が
私
の
心
を
締
め
付
け
、
私
の
心

臓
を
取
り
去
る
だ
ろ
う
。
あ
あ
、
神
の
優
し
き
母
よ
、
あ
あ

D

か
つ
て
私
を
憎
ま
れ
た
聖
母
よ
、
事
件
の
後
も
前
も
親
切
で
あ
っ
た
方
よ
。

私
を
お
忘
れ
に
な
っ
た
ら
私
の
背
負
う
荷
は
重
す
ぎ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
百
合
の
如
く
純
白
な
、
パ
ラ
の
色
の
、
太
陽
が
雲
に
隠
れ
て
も

あ
ら
ゆ
る
美
し
さ
に
ま
さ
る
様
に
、
そ
の
美
し
さ
が
何
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
我
が
聖
母
は
あ
な
た
方
全
て
の
美
し
さ
に

勝
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
海
に
あ
る
水
程
も
お
持
ち
の
慈
愛
と
善
良
さ
が
無
く
な
っ
た
ら
。
神
の
御
子
は
十
字
架
に
架
か
ら
れ
苦
き
死
を
味
あ

わ
れ
た
時
、
貴
方
様
を
勇
気
づ
け
ら
れ
よ
う
と
眺
め
ら
れ
、
貴
方
を
憐
れ
ま
れ
て
聖
ヨ
ハ
ネ
に
貴
方
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
同
じ
よ
う

に
慈
悲
を
持
っ
て
、
優
し
き
聖
母
よ
、
我
々
・
を
眺
め
て
下
さ
い
、
貴
方
の
像
を
我
々
に
お
戻
し
下
さ
い
』
と
。

こ
う
苦
し
ん
で
泣
き
な
が
ら
悲
し
ん
で
い
る
と
像
は
一
同
の
前
に
又
、
顕
れ
た
口
そ
の
右
手
は
握
ら
れ
て
い
た
。
皆
に
は
そ
の
人
差
し
指

に
指
輪
を
な
さ
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
目
の
前
の
は
っ
き
り
し
た
奇
跡
に
驚
き
な
が
ら
も
皆
、
喜
び
、
大
勢
の
不
信
心
者
が
心
を
改
め
神

の
捉
に
従
っ
た
。
町
人
は
喜
ん
で
前
に
出
た
。
す
ぐ
に
自
分
の
指
輪
だ
と
見
分
け
た
の
で
あ
る
が
、
振
り
に
は
示
さ
な
か
っ
た
。
喜
び
で
身

を
雰
わ
せ
て
そ
の
場
か
ら
教
皇
の
所
に
告
げ
に
い
っ
た
。
教
皇
は
す
ぐ
に
来
ら
れ
て
奇
跡
を
見
た
。
教
皇
は
町
人
に
『
あ
そ
こ
に
お
前
の
指

輸
を
頂
き
に
行
く
こ
と
を
勧
め
る
』
と
言
っ
た
。
町
人
は
い
そ
い
で
駈
け
て
言
っ
て
涙
な
が
ら
に
彫
像
に
指
輪
を
お
返
し
下
さ
い
と
頼
ん

だ
。
す
る
と
像
は
手
を
聞
か
れ
た
。
人
間
の
心
臓
を
持
つ
誠
に
本
当
の
謙
虚
さ
に
満
ち
た
こ
の
男
は
誉
れ
と
喜
び
を
受
け
よ
う
と
前
に
進
み

指
輪
を
取
っ
た
が
妨
げ
も
無
か
っ
た
の
で
自
分
の
指
に
挟
め
た
。
こ
う
し
て
彼
は
妻
と
色
々
の
喜
び
を
取
り
戻
し
た
の
で
あ
っ
た
。
七
年
間

も
か
れ
を
苦
し
め
た
悪
魔
が
彼
に
襲
い
か
か
る
こ
と
も
こ
れ
よ
り
無
く
な
っ
た
。
男
は
一
生
の
問
謙
虚
な
完
全
な
心
で
神
の
母
に
出
来
る
限
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り
仕
え
、
こ
の
こ
と
で
全
て
の
彼
の
悪
い
行
い
を
償
っ
た
。
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
う
い
う
聖
像
を
ど
こ
で
も
作
る
よ
う
に
命
じ
ロ
l
マ
で

こ
の
年
に
起
き
た
こ
の
事
件
の
た
め
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
信
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
何
処
で
も
聖
母
と
そ
の
徳
を
祈
り
で
讃
え
、

像
に
発
す
る
大
き
な
救
済
の
為
に
聖
像
を
作
っ
て
い
る
。
聖
グ
リ
ゴ
リ
ウ
ス
が
こ
う
お
さ
せ
に
な
り
、
多
く
の
人
が
恐
れ
、
教
皇
自
身
も
そ

こ
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
恐
れ
た
ロ

l

マ
に
あ
っ
た
多
く
の
偶
像
は
、
そ
こ
か
ら
別
の
悪
い
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
に
飛
び
石
に
使

わ
せ
た
。
飛
び
石
は
今
も
あ
り
ず
っ
と
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
道
化
者
も
真
面
目
な
人
も
ロ
l
マ
に
い
る
か
ぎ
り
こ
れ
を
踏
ん
で
渡

っ
て
い
る
。
』

こ
の
後
七
十
行
の
後
書
き
が
付
い
て
い
る
が
既
に
予
定
の
枚
数
を
超
過
し
て
い
る
の
で
省
略
し
、
幾
っ
か
注
釈
の
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て

も
今
は
触
れ
な
い
。

ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
は
異
教
の
像
と
聖
母
像
の
二
つ
を
区
別
せ
ず
、
聖
母
が
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
像
か
ら
指
輪
を
取
り
戻
し
て

来
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
説
話
は
又
、
始
め
か
ら
聖
母
像
に
指
輪
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
ゴ
！
テ
ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ

ン
シ
の
聖
母
奇
跡
諒
と
も
異
な
る
。

コ
1
ニ
ッ
ヒ
版
で
紹
介
し
た
こ
の
聖
母
奇
跡
語
は
一
八

O
八
年
刊
行
の
パ
ル
パ
ザ
ン
・
メ
オ
ン
の
第
二

巻

目
R
g
N
h
凶ロ

B

云
合
口
一
司
hN
守口
Q
N
h
N

ミ
ミ
ミ
S

弘、旬、
Q
b
N
G

＼
ミ
ミ
ち
な
・
：
・
叶
－
H

H

H

∞O
∞
・
℃
ロ
・
ぉ
o
j
お
吋
に
ロ
ロ
〈
川
王
立
心
戸
岡
山

ω

。

B
R
E
u
z
o丘吋
O
E
ロ
ロ
ヨ
タ
品
。
三
口
。
〈
。
］
同

A
R

－－F
M凶

E
S
2
u
ω
5
5
の
題
で
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
は
訳
に

当
た
っ
て
こ
れ
に
も
目
を
通
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
い
や
或
い
は
こ
の
奇
跡
語
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
、
彼
が
訳
し
た
説
話
で
は
二
つ
の
像

で
対
立
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
過
ご
さ
せ
た
の
か
も
れ
な
い
。

一
九
八
七
年
に
『
古
仏
語
テ
ク
ス
ト
協
会
叢
書
』
∞
－

P
吋・司・

か
ら
『
教
父
伝
』
の
第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
た
ハ
h
ね
て
守
色
号
、
ミ
お

同
）
戸

H
E
－b

宮
吋
町
丘
町
円
onoF
叶。
5
0
0
『
教
父
伝
』
は
『
古
代
教
父
伝
』

h
h
N
N
号
待
句
ぬ
ミ
な
号
、
丘
、
2
と
も
言
わ
れ
る
七
十
四
話
は

主
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
、

シ
リ
ア
の
初
代
の
僧
を
主
人
公
と
し
た
説
話
集
で
あ
る
。
こ
の
内
、
最
初
の
四
十
二
話
が
ニ
冊
の
校
訂
版
に
な
る
こ
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と
と
な
っ
て
、
二
十
話
を
含
む
第
一
巻
が
届
い
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
行
く
と
、
驚
い
た
こ
と
に
、
そ
の
第
十
七
話
が
正
に
メ
オ
ン
版
で
読
ん

だ
の
と
同
一
の
テ
ク
ス
ト
な
の
で
あ
っ
た
。
異
文
が
散
見
さ
れ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
メ
オ
ン
が
校
訂
し
た
の
と
同
じ
説
話
な
の
で
あ
る
。

即
ち
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
も
序
文
で
『
聖
母
奇
跡
語
』
と
『
教
父
伝
』
の
混
在
を
述
べ
て
い
た
が
こ
の
説
話
こ
そ
『
教
父
伝
』
か
ら
ゴ
l
テ

ィ
エ
・
ド
・
コ
ワ
ン
シ
の
作
品
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、

メ
オ
ン
も
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
も
聖
母
奇
跡
の
一
つ
と
し
て
扱

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
『
教
父
伝
』
に
は
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
祖
型
も
あ
り
、
複
雑
な
問
題
を
含
む
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
機
会
を
得
て
、

再
び
論

じ
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
本
稿
で
は
メ
リ
メ
も
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
メ
オ
ン
版
、

ま
た
ル
グ
ラ
ン
・
ド
ス
ィ
訳
の
類
話
を
紹
介
す
る

に
留
め
て
お
く
。
尚
、

メ
リ
メ
に
関
す
る
文
献
で
は
研
究
室
蔵
書
で
メ
リ
メ
を
専
攻
し
な
が
ら
早
世
し
た
故
沢
井
定
夫
君
遺
贈
の
も
の
を
利

用
で
き
た
。
留
学
中
、
彼
の
死
の
報
知
に
驚
か
さ
れ
た
三
十
数
年
前
の
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
想
起
し
た
こ
と
を
付
記
し
、
故
人
の
冥
福
を
祈

る

『
：
：
：
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
女
神
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
人
を
し
め
殺
す
話
を
物
語
っ
た
『
イ
ル
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
』
（
三
七
）
な
ど
を
書
く
が
、

す
べ
て
冷
た
く
簡
潔
な
文
体
で
、
読
者
に
あ
た
え
る
効
果
を
充
分
計
算
に
入
れ
て
厳
密
に
む
だ
な
く
構
成
さ
れ
た
話
で
あ
り
、
と
き
に
は
あ

ま
り
に
も
作
ら
れ
す
ぎ
た
感
じ
を
あ
た
え
る
。
実
生
活
の
上
で
も
つ
ね
に
冷
静
な
ダ
ン
デ
ィ
の
態
度
を
保
つ
が
、
こ
れ
は
人
一
倍
鋭
い
感
受

性
と
激
し
い
情
熱
を
隠
す
た
め
の
仮
面
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
：
：
：
』
（
大
浜
甫
〉
『
新
潮
世
界
文
学
小
辞
典
』
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